
第 3 回 ｢産科医療補償制度再発防止委員会｣ 会議録

日 時 : 平成 2 2 年 1 1 月 1 日 (月 ) 1 4 時 0 0 分~ 1 7 時 0 0 分

場所 : 日 本医療機能評価機構 9 階ホール

財団法人 日 本医療機能評価機構



○事務局 事務局でご ざいます。

本 日 は ご多忙の なか、 お集ま り いただき ま して誠に あ り が と う ご ざいます。 会議を

開始いた します前に 、 資料の確認をお願いいた します。

ま ず、 一番上に ご ざいますのが 、 本 日 の 出欠一覧でご ざいます。

続き ま して 、 次第 と 本体資料、 こ ち ら が左上ク リ ッ プ どめの資料でご ざいます。

続き ま して 、 資料 1 と しま して 、 再発防止分析対象事例の現況の一部追加 柏修正に

ついてで ご ざいます。

本 日 配付 してお り ます資料は以上でご ざいますが 、 落丁等はございませんで し ょ う

か。

1 . 開会

○事務局 それでは 、 定刻 にな り ま したので、 ただいまか ら 第 3 回産科医療補償制度

再発防止委員会を開催いた しま す。

福井委員 、 藤森委員 、 村上委員におかれま して は 、 本 日 ご欠席の ご連絡をいただい

てお り ます。 ま た 、 鮎澤委員 、 箕浦委員におかれま して は 、 少 し遅れての ご出席 と な

り ます。

ま た 、 本 日 はオブザーバー と しま して厚生労働省か ら 3 名 の方にお越 しいただいて

お り ま す。

なお 、 誠に 申 し訳ございませんが 、 写真撮影は こ こ ま で と させていただき ますので、

よ ろ し く お願い します。

それでは、 池 ノ 上委員長に進行をお願いいた します。 池 ノ 上委員長、 よ ろ し く お願

いいた します。

2 . 議題

○池ノ 上委員長 それでは 、 ど う ぞ よ ろ し く お願いいた します。

第 2 回再発防止委員会の主な意見等についてか ら始めたい と 思います。 それでは 、

事務局のほ う か ら説明 をお願いいた したい と 思います。

1 ) 第 2 回再発防止委員会の主な意見等について

○後技監 それでは 、 本 日 の資料本体の 1 ページをお開 き いただき ます よ う にお願い
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いた します。 議事次第のついた資料でご ざいます。

こ の 1 ページでご ざいます。

1 ) 第 2 回再発防止委員会の主な意見等について。

次 、 ( 1 ) ですが 、 審議結果について。 1 つ 目 の丸ですけれ ど も 、 掲載す る集計表に

ついて 、 一部追加の ご指摘があ り ま した。 その他は概ね了承 と い う こ と で ご ざいます。

そ して 、 一部追加の ご指摘に対応 して修正する部分 も ご ざいますので、 資料 1 を少

し ご覧いただけますで し ょ う か。 資料 1 を こ こ で ざっ と ご説明 さ せていただき ます。

資料 1 が 、 再発防止分析対象事例の現況の一部追加 柏修正についてで ご ざいます。

まず、 大 き な 1 番が追加 をする部分でご ざいま して 、 主な意見は、 腰帯の長 さ の表

の追加 と い う こ と で ご ざいま して 、 資料に書いて あ り ます臍帯の長 さ の表を 、 1 o c皿刻

みの表ですが 、 追加する と い う 対応を したい と 思います。

次に 、 大 き な 2 番が修正でご ざいます。 ( 1 ) が産科合併症の表でご ざいます。 主な

意見 と して は 、 産科合併症は表に示 されてい る疾患に限 ら ない と い う こ と で 、 そ の他

と い う も の を設けては ど う か と い う こ と でご ざいますが 、 対応 と いた しま して は 、 下

の表の右側が修正の内容に な っ てお り ま して 、 上か ら 4 つの切迫早産 、 頚管無力症

云々 と 、 妊娠糖尿病までは同 じです。 それ以外に常位胎盤早期剥離、 子宮破裂、 下線

が 引いて あ る 部分を追加する と い う こ と に してお り ます。

ま た 、 分娩進行中の合併症は別途表が ご ざいますので、 こ う い っ た表で概ね対応で

き る のではないか と い う こ と と 、 テ キス ト 情報 も あ り ま すか ら 、 それを読んで、 今後

必要があれば整備 してい く と い う こ と を考えてお り ます。

2 ページをお願いいた します。

2 ページは 、 ( 2) 分娩進行中 の異常 と い う タ イ ト ルの表の部分ですが 、 上位胎盤早

期剥離 と い う 項 目 が入っ ていて 、 それは分娩進行中だけに発生する も のではないです

と い う ご意見があ り ま した。 そ こ で表の タ イ ト ルを変 え る と い う も ので ご ざいます。

そ の下の表の右側に タ イ ト ルの修正だけが書いて あ り ますが 、 ｢分娩進行中 に発生 し

た産科合併症｣ と い う タ イ ト ルに変え る と い う 修正を加えたい と思います。

それか ら 、 (3) が分娩誘発 ･ 促進の処置の方法 と 書いて あ り ま すが 、 こ の表につい

て分娩誘発 ･ 促進 と 1 つにま と め る のではな く て 、 両方 、 誘発 と 促進を分けたほ う が

いい と い う こ と で 、 修正案は これは分け る と い う も ので ご ざいます。

(4) は 、 地域別で示 さ れてい る表 を 、 こ れを都道府県別に した ら ど う か と い う こ と



で、 これも都道府県別の表に修正 したい と 思います。

続いて 、 3 ページをお願い します。 3 ページの大き な 3 番がその他の修正の ご意見

等に対する対応でご ざいます。

大 き な 3 番 、 その他の ( 1 ) が メ ト ロ イ リ ーゼ法でご ざいますけれ ど も 、 使用 した機

器や注入する溶液の量、 情報の収集 と い う こ と ですので、 分娩機関に情報提供を依頼

したい と 思っ てお り ま す。

(2) が胎盤の異常の表でご ざいますが 、 位置の異常を書 く 表にな っ てい る のですが 、

こ れは構造上の異常 を加えては ど う か と い う ご意見が ご ざいま した 。 そ こ で病理検査

を実施 した事例について は ｢梗塞｣ が あ っ た と 。 そ う い っ た形態学的な病理学的な異

常 も入力でき る よ 引こずる と い う こ と を考えてお り ます。

( 3 ) が胎児心拍数一過性徐脈について 、 その頻度の情報が収集でき ないか と い う こ

と ですが 、 こ れはそ う い う 心拍数モニ ターの読み方やその正確 さ です と か、 統計上の

意味な ど も含めま して 、 今後分析方法を検討 したい と 思っ てお り ます。

(4) が I U G R 、 I U G R と 申 し ますの は子宮内胎児発育遅延の こ と で ご ざいます

が 、 そ の情報を収集でき ないか と い う ご意見が ご ざいま した。 こ れは診療録のなかに

I U G R が あ る 、 ない 、 と い う こ と が必ず し も診断 されていない事例 も あ り ます。 そ

の よ う な事例は不明形に な る わけですけれ ど も 、 不明が多いのではないか と い う よ う

な現状です。

ただ し 、 生まれた後 、 体重は測定でき ますので、 そ こ で評価する L F D 、 A F D 、

H F D 、 これはわか り ま す。 そ こ でその表 も作っ てお り ま すので、 当 面それで対応す

る こ と と したい と 考えてお り ます。

( 5) は小児科医が立ち会っ た事例について。 分娩に立ち会っ た小児科医の情報は取

れないか と い う ご意見でご ざいます。 現状で も情報はあ る の はあ り ますが 、 診療体制

等に関する情報 と い う こ と で 、 ご提供いただいてい る情報が あ る と い う こ と で ご ざい

ます。 それは具体的 に は人数です と か経験年数です と か当直回数 と か、 あ ま り た く さ

んの情報ではあ り ません。 今後 こ う い っ た情報が も っ と 詳 し く 必要にな る と い う こ と

であ り ま した ら 、 まず医療機関か ら ご提供いただ く 情報の項 目 を増やす と い う こ と "こ

はな り ま すので、 そ の ｢診療体制等に関する情報｣ の冊子改訂も踏ま えて対応 したい

と 思います。

そ して 、 ( 6 ) が蘇生を行っ た 医療従事者についてでご ざいますが 、 講習会 を受 けて



いた人なのか ど う か と い う 情報が取れないか と い う こ と で ご ざいま して 、 こ れは講習

会受講の有無について 、 情報収集の方法等を検討 していき たい と 思います。

(7) が年間分娩件数別の再発防止事例です。 再発防止の分析の対象にな っ た事例の

なかに 、 ｢院内助産所｣ の 区分 も追加 して ほ しい と い う こ と で ご ざいま した 。 ま だ何

分件数が少ないですので 、 今後件数の増加に伴っ てそ う い っ た新 しい区分を追加 した

ほ う が情報 と して よ い と い う こ と であれば、 ま たそ の追加 も検討 したい と 考えてお り

ます。

以上が資料 1 で ご ざいま して 、 先ほ どの資料本体の 1 ページの最初の丸の次、 2 つ

目 の丸に戻っ ていただき ま して 、 審議結果の 2 つ 目 の丸ですが 、 参考 と な る データ と

して ｢国 のデータ を参考 と する項 目 ｣ 、 それか ら ｢何 ら かの資料を提示する項 目 ｣ 、 こ

れをお示 し しま して ご承認いただいてお り ま す。

3 つ 日 の丸ですが 、 参考 と な るデー タ が ない項 目 も あ り ます。 こ れは集計表 と して

公表 してい く と い う こ と にな っ てお り ます。

4 つ 目 の丸で、 産科婦人科学会の周産期登録事業の内容ですけれ ど も 、 それは母集

団が異な る です と か 、 合併症に重点を置いたデー タ であ る と い う よ う な こ と か ら 、 報

告書の参考 と して は掲載 しない こ と と な っ た と い う こ と で ご ざいます。

(2) そ の他主な ご意見ですけれ ど も 、 ア . で緊急的な情報の発信についていただい

た ご意見でご ざいます。

1 つ 日 の丸ですが 、 警鐘的な事例についてはす ぐ に情報発信すべき と い う ご意見。

2 つ 目 と 3 つ 目 の丸は よ く 似た ご意見ですが 、 警鐘的事例については 、 科学的根拠

が必要な も の 、 それか ら 現在 こ の よ う な こ と が起 こ っ てい る と い う 情報 、 こ う い っ た

こ と を分けて考え る必要が あ る と い う こ と と 、 それか ら事象が あ っ た と い う こ と は 、

すなわち原因が あ っ た と い う こ と ではない。 サイ エ ンス と な る部分 と 、 それか ら警告

に と どめ る 部分 と 、 これを分けて考え る必要が あ る と い う ご意見が あ り ま して 、 それ

が丸の 2 、 3 です。

丸の 4 つ 目 ですが 、 情報発信に よ っ て萎縮医療につなが ら ない よ う に配慮 と い う ご

意見があ り ま した 。

それか ら 、 丸の 5 つ 目 ですが 、 発生率の こ と ですが 、 発生が 2 分の 1 なのか、 1 0 0

分の 1 なのか、 そ う い う 発生率を踏ま えて 、 起 き てい る事象を解釈 して説明する必要

があ る と い う ご意見。
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それか ら 、 次の丸ですが 、 関係団体に周知する には 、 提言の質の高 さ が必要 と い う

ご意見が あ り ま した 。

次の丸ですが 、 委員会 と して十分吟味 された内容でな ければ、 団体 と して情報提供

されて も 取 り 扱いが難 しいのではないか と い う こ と で 、 情報を受け取 る側の団体の立

場に立っ て の ご意見 も あ り ま した 。

そ して 、 同 じページ一番下の丸ですが 、 発信 した情報が間違っ ていた場合、 運営組

織がその損害賠償を負 う こ と にな る と思 う と い う こ と で 、 再発防止委員 と して責任の

持て る情報を発信すべき と い う ご意見が あ り ま した 。

続いて 2 ページです。

イ . ですが 、 テーマ に沿っ た分析の部分でいただいた ご意見です。

そ こ の 1 つ 目 の丸ですが 、 委員会では原因分析報告書が見 られる よ う にすべき と い

う ご意見。

それか ら 、 2 つ 目 が 、 ｢標準的でない｣ と 記載 された事例の件数を提示すべき 。

3 つ 目 の丸が 、 ｢今後の産科医療の 向上のた め に検討すべき事項｣ も含め事例の-

覧を 出 して ほ しい と い う ご意見があ り ま した 。

ウ , ですが 、 原因分析報告書を使用 した会議を公開で行 う こ と についてでご ざいま

すが 、 1 つ 目 の丸が 、 慎重を期 した う えで 、 マ ス キ ン グ した原因分析報告書を使い 、

会議を原則公開にすべき であ る と い う ご意見 と 、 それか ら 、 最後ですが 、 わずかでも

個人情報保護法に抵触する恐れが あ る な ら ば、 非公開 にすべき であ る と い う ご意見を

いただいてお り ます。 以上です。

○池 ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。 前回の委員会を踏ま えて こ の よ う

にま と めていただき ま した 。 いかがで し ょ う か。 各委員の先生方、 お気づき の点 、 あ

る いは何か これが抜け てい る--

○ 田村委員 今 日 の補足 、 一番最後のページのそ の他の と こ ろ ですけれ ど も 、 ( 6) で

蘇生を行っ た医療従事者について 、 講習会を受けてい る か ど う か と い う こ と も チ ェ ッ

ク する と い う 方向 でお話が進んでい る よ う ですけれ ど も 、 私前回欠席だっ たので詳 し

い こ と はわか ら ないのですが 、 こ の講習会は、 現在 、 日 本周産期 ･ 新生児医学会が行

っ てい る N C P R公認講習会に限る と い う こ と で し ょ う か。 それ と も 、 全 く 独 自 に行

っ てい る よ う な も の も含め る ので し ょ う か。 も し 、 それを入れる のであれば、 N C P

R公認講習会なのか、 それ と も他の講習会か、 分けて集計 していただいたほ う が よ る



しいかな と 思います。

○池 ノ 上委員長 これは ど こ か ら 出たんで した っ け 。 板橋委員で した っ け 。

○板橋委員 僕は こ の件で触れたつ も り “まない と い う か、 記憶が ないんですけれ ど も 、

ただ 、 今 、 N C P R 、 も し講習会の有無 と い う こ と であれば、 む しろ N C P R を受 け

たか と い う ふ う みこ した ほ う が 、 僕 も いい と 思います。 複数の講習会 と い う のは基本的

にはないので、 それに統一すべき と 思います。

○池 ノ 上委員長 僕の記憶が正 しければ、 それを はっ き り 言明 したわけではないんで

すけれ ど も 、 皆 さ んのイ メ ージ と しては 、 それをイ メ ージ しなが ら議論が進んだよ う

な記憶が あ る んです。

○ 田村委員 それです と 、 合格 した人に はち ゃん と 認定証が出ますので、 ク オ リ テ ィ

が保証は されています。 受講 して も不合格の方 も お られる ので、 問題ない と思います。

○池 ノ 上委員長 あ り が と う ご ざいます。 では 、 そ の よ う な意図で こ こ は議論 された

と い う ふ う に認識 してい る と い う こ と で よ ろ し ゅ う ご ざいますね。 はい。 あ り が と う

ご ざいます。 他にいかがで し ょ う 。 よ ろ し ゅ う ご ざいますか。

○川端委員 今の件ですが 、 私の記憶です と 原因分析委員会で提言を付記 していま し

て 、 そ こ に こ の言葉が出て き ていた と 思います。 その提言を受けてディ ス カ ッ シ ョ ン

を さ れま した。

○池 ノ 上委員長 そ う する と 、 今の 田村委員の ご発言を受 けま して 、 再発防止委員会

と しては 、 こ の蘇生の ク オ リ テ ィ を鑑みれば、 現在行われてい る 日 本周産期 ･ 新生児

医学会での新生児蘇生のプ ロ グ ラ ム と い う こ と を意味 してい る と い う よ う な こ と で

よ ろ し ゅ う ご ざいますかね。 こ の再発防止委員会での考え方 と してはですね。

( ｢異議な し ｣ と の発言あ り )

○池 ノ 上委員長 はい。 では 、 あ り が と う ご ざいます。 その よ う に させていただき ま

す。 あ り が と う ご ざいま した。

他に何かご発言ご ざいますか。 それでは、 も しな ければ、 先へ進ませていただき ま

す。

2 ) の報告書等の内容の審議にお け る公開/非公開の考え方についてであ り ます。 そ

れでは、 事務局の ほ う か ら説明 をお願いいた します。

2 ) 報告書等の内容の審議にお け る公開/非公開の考え方について
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○事務局 (原) それでは 、 本体資料の 3 ページに な り ます。

2) 報告書等の 内容の審議におけ る公開/非公開の考え方について。

( 1 ) 基本的な考え方についてです。 会議は原則公開 と しますが 、 再発防止委員会規

則第 5 条。 第 5 条の 中身ですけれ ど も 、 ｢委員会の審議は 、 個人情報を保護す る必要

が あ る事項等の審議を行 う 場合は 、 非公開 と す る 。 それ以外の場合は公開 と する 。 ｣

こ れに従いま して 、 原因分析報告書及びそれに基づいて作成 した資料を基に審議する

場合は、 非公開 と し ま す。 ま た 、 公開 ･ 非公開 については、 次の観点に も配慮する必

要が あ る と 考え られます。

1 つ 目 の丸です。 よ り 多 く の情報を分娩機関に提出いただ く こ と に よ り 、 本制度に

おけ る原因分析や再発防止の分析を行 う こ と ができ る 。 原因分析報告書等を使用 した

会議が一律公開 された場合、 加入分娩機関が本制度への情報提供を鴇賭するする こ と

が懸念 されます。

次の丸です。 個別事例について議論 された場合の 当事者の心情に配慮する必要が あ

り ます。

3 つ 目 の丸です。 原因分析報告書等を使っ た会議を公開 に した場合、 委員の先生方

は発言内容について 、 常に個人情報であ る か否かを配慮する必要が あ り 、 活発な議論

が行えない可能性が ご ざいます。

最後の丸です。 再発防止に関する報告書等の内容を議論する場合、 組織決定 されて

いない も の は資料 と して公表する こ と は適 さ ない と 考え られます。

( 2 ) 非公開会議の透明性についてでず。

1 つ 目 の丸です。 非公開会議については 、 議事内容を議事要 旨 に取 り ま と め 、 公表

し 、 会議の透明性を高め る よ う に努めてま い り ます。

次です。 非公開会議での審議結果は 、 再発防止に関する報告書等 と して最終的に公

表 されてまい り ます。 以上でご ざいます。

○池 ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ご ざいます。 前回 、 議論をいただき ま して 、 最後

の ほ う でち ょ っ と 時間切れ的な と こ ろがあ り ま して 、 委員長の不手際だっ たんですけ

れ ど も 、 それを受 けて一応 こ の よ う なま と め方に してま い り ま したが 、 いかがで し ょ

う か。 何か ご発言が ご ざいま した ら お願い したい と 思います。

○隈本委員 こ の制度 自 身に対する社会の 目 と い う も の が非常に重要だ と 思います

ので、 そ の社会の皆 さ んが見てい る場所で議論でき ない と い う のは非常に不 自 由 だ と



思います し 、 こ の制度 自 身に対する社会の信頼 と い う点で、 私 と しては絶対非公開に

する の は非常に限 られた事例に限っ ていただき たい。 それは具体的にそ の分娩機関の

病床数だ と か、 それか ら都道府県名 だ と かが出て き て 、 そ こ について議論する と き の

み選択的に非公開 と い う こ と はあ り 得て も 、 基本的に こ こ で議論する こ と がそ の人に

知 られた ら 困 る と い う よ う な こ と ではない と 思いますので、 公開 を していただき たい

と 思います。

それか ら 、 も う 1 つ 、 こ の基本的な考え方の丸が 4 つ あ る う ち の一番下の議論です

が 、 ど う して も これは受 け入れ られないですね。 要する に 、 審議途中の も のが公開 の

場で討論 していない も の 、 審議途中 の も のは出 して はい け ない と い う 考え方は 、 こ れ

は も う 何十年も前の行政の考え方ですよ 。 多 く の国の政策決定にかかわ る よ う な大き

な審議会で も公開の場で討論 されていて 、 その公開の途中 にい ろ いろ な意見が出て 、

原案が 出て 、 その原案が ど う 修正 される と い う の を国民が見る こ と ができ る 。 報道機

関を通 じて国民が見 る こ と ができ る と い う 意味が あ る のであ り ま して 、 これでま だ議

論の途中だか ら 知 ら しむべか らず と い う 発想は 、 完全に時代遅れだと思います。 だか

ら 、 個人情報保護 と い う も の の丸 3 つま でについてはま だ議論の余地が あ っ て 、 じ や

あ ど こ ま で公開する のか と い う 議論が あ り ますけれ ど も 、 丸の 4 、 つま り こ の議論の

最中 の も のが漏れた ら 困 る と い う よ う な発想は も う やめていただき たい。

も し 、 仮に 、 こ れを完全に ク ロ ーズ ドでやる つ も り であ っ た ら 、 やは り そ の終了直

後に池ノ 上委員長の記者会見 、 ブ リ ー フ ィ ン グが あ っ て しかる べき だ と 思います。 メ

デ ィ ア の人た ち は どれ ぐ ら い関心を持っ てい る かわか り ませんけれ ど も 、 こ こ で決ま

っ た こ と が 、 少な く と も こ う い う 方向 に今動いてい る と い う こ と について国民の関心

が あ る と い う 前提で我々 と して はお話を したいですね。 こ の制度は非常に注 目 さ れて

いて 、 産科医療の補償、 こ の進歩に向 けて動いてい る と い う ふ う に考え る と 、 メ デ ィ

ア か ら 注 目 さ れてい る と い う ふ う に考えたいので 、 ぜひこ の審議内容 、 単に数週間後

に要 旨が発表 される だけではな く て 、 必ずそ の終了後 にブ リ ー フ ィ ングをやる と 。 こ

れはい ろ い ろ な外交秘密にかかわ る よ う な会議で さ え 、 恐 ら く そ う 行われてい る と 思

います。 だか ら 、 そ う い う 感覚でやっ ていただき たい と い う のが私の希望です。

○池 ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ご ざいま した 。 今の隈本委員の ご指摘、 一番最後

の こ の 4 番 、 丸 4 ですか。 丸 4 について も う 少 し説明いただけ ますか。 事務局のほ う

で何かご発言あ り ますか。 ご指摘は、 こ の報告書等の内容を議論する場合 と い う 、 こ



こ じ ゃ ないか と 思 う んです まね。

○隈本委員 そ う です。 つま り 、 組織決定 されていない事項、 最終的な結論が出 る ま

での間は他の人に知 られないほ う がいい と い う 考え方で議論をする のか、 それ と も原

案が 出てそれに対 して意見が出て修正 されて と い う 、 そ のプ ロ セス を人に見せて問題

が あ る か と い う こ と ですね。 僕は問題はない と 思 う んです。

○池 ノ 上委員長 そ の議論の内容が 、 個人情報、 個人特定 と かにかかわ る よ う な場合

に は。

○隈本委員 そ う い う 時には 、 い ろ い ろ配慮する必要が あ る と い う こ と については、

僕 も そ の と お り だ と 思っ てお り ます。 ただ、 議論の過程が見えて しま う と ま ずい と い

り 、 こ の考え方ですよね。 例えば一部だけ メ デ ィ ア に漏れて しま う と い う よ う な こ の

文章について は 、 ち ょ っ と 時代遅れな気が します。

○池 ノ 上委員長 個人情報以外の こ と も全て組織決定 さ れない と オープンにな ら な

い と い う こ と ですか。 と い う ご指摘の よ う に思 う んですけれ ど も 、 その点いかがです

か。 そ こ の論理。

○事務局 (原 ) 今後 、 実際の報告書案を審議いただ く こ と に な る わけですけれ ど も 、

その と き に 、 例え ばその議論のなかで こ う いっ た報告書の出 し方は誤解を生むん じゃ

ないか と か 、 仮にそ う い っ た議論が行われた場合、 その こ と が結果的に公開 されて し

ま っ て は 、 あ ま り そ の意味がないのではないか と 思います。 やは り 再発防止委員会か

ら 出す報告書 と い う の は非常にそ の影響力が大き い と 考えてお り ますので、 十分に慎

重に議論 した う えで き ち ん と 確定 した 内容をす ぐ に公表 してい く と い う 流れを取 っ

ていき たい と 考えてお り ます。

○隈本委員 お気持はわか り ますけれ ど も 、 ま だ決ま っ ていない こ と を決ま っ たかの

よ う に メ デ ィ ア が報道する に違いない と い う 、 そ う い う 決めつ けではないで し ょ う か

ね。 例えば本当 に何かこ の再発防止委員会のなかでそんな国家機密にかかわ る よ う な

重大な こ と が 出 る と は思え ないので、 そのプ ロ セ ス を見せた く ない と い う の は 、 ち ょ

っ と ど う かな と い う 、 こ の論理がですね。 僕はそ う 思いますけれ ど も 。

○池 ノ 上委員長 いかがで し ょ う か。 今 、 隈本委員か ら ご指摘の こ と について。

○上田理事 これま で審査委員会です と か、 原因分析委員会 、 それぞれ委員会で決定

していただいて 、 最終的にはそ の決定内容を機構の運営会議で決定 しています。 です

か ら 、 最終的に機構の機関決定を経て公表す る と い う こ と で今ま で進めています。 も
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ち ろん 、 私 ど も は審査委員会や原因分析委員会 も 、 それぞれの決定内容を尊重 して行

っ てお り ます。 手続き 的に は今 申 し上げた よ う な形で進めてい き ます。

途中の段階で公表する と い う こ と について は 、 い ろい ろ な誤解が生 じます。 あ る い

は今 申 し上げた最終的な機構の機関決定 と い う 手続き が必要でご ざいますので 、 そ の

こ と を基本的な考え方の一つ と して挙げてお り ます。

○小林委員 こ の表現はち ょ っ と 私 も違和感を持っ たのですが 、 前回の議論は も っ と

丁寧な話を していた と 思 う んですね。 組織決定 されていない資料 と い う の は 、 実はマ

ス キ ングを した こ の原因分析報告書の こ と だっ た と思 う んですね。 それについて は個

人情報にかかわ る 可能性があ る ので、 組織 と して も こ れを公開する と い う こ と は決め

ていませんので、 それを資料 と して公表する のは適当でない と い う よ う な こ と だっ た

と 思います。 私 も そ の よ う に発言を したので 、 こ こ は も う 少 しお互いに丁寧な議論を

したほ う がいいかな と 思います。

○池 ノ 上委員長 あ り が と う ご ざいます。 個人情報 と か、 あ る いは施設の特定につな

が るか ど う か と い う 議論はずいぶん していただいたのですが 、 そ のプロ セ ス を公開 ･

非公開 と い う の は 、 前回 あんま り していない よ う な気がする んですね。

ですか ら 、 今 、 隈本委員か ら 、 こ の文言だけ を見 る と ど う も そ こ ら 辺が不透明で、

小林委員がおっ しゃ る よ う に 、 前回 も う ち ょ っ と 突 っ 込んだ具体的な議論であ っ た よ

う な気がする のですが 、 プ ロ セ ス そ の も の も やは り 問題が起 こ り ま すかね。

例え ば、 国家機密 と おっ しゃ っ た けれ ど も 、 国家機密に相 当する よ う な も のが医療

の現場だ と か 、 医療の例えば さ ま ざま な り コ メ ンデーシ ョ ン 、 学会の方針、 学会のガ

イ ド ラ イ ン 、 そ う い っ た も のが行われる こ と と の間に混乱が起 こ る か ど う か。 そ う い

っ た こ と が特殊性 と いえば特殊性を持っ てい る 問題だと思 う んですね。 そ う い う 観点

か ら いかがで し ょ う か。

最初は 、 こ こ の議論は 、 小林委員がお っ しゃ っ た よ う に 、 個人情報、 個人の特定 と

い う と こ ろ で議論が な さ れた と 思 う のですけれ ど も 、 報告書に上げる報告内容の議論

のそ のマ タ ーですね。 それが ど う か と い う こ と について 、 医療そ の も のに混乱を来す

と か、 あ る いは リ ス ク を伴 う よ う な こ と が起 こ っ て く る と か、 あ る いはそ う いっ た こ

と についていかがで し ょ う か。 どなたか ご発言あ り ますか。

○勝村委員 1 5 年ほ ど前 ぐ ら いか ら地方 自 治体が情報公開条例 と か個人情報保護条

令を作 り 始めて 、 1 0 年ほ ど前 ぐ ら いに国が情報公開法や個人情報保護法を作っ て き た
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と い う 経緯が あ っ て 、 そ う い う 行政 と か国がい ろい ろ決めてい く なかで、 私 も ヒ ア リ

ングを受けた り そ う い う 公聴会で発言 させて も ら っ た り して 、 あ る程度市民 と してか

かわっ て き た立場なんですけれ ど も 、 そ の趣旨 と い う のは 、 情報公開がやっ ぱ り 民主

主義 、 情報公開法 と 個人情報保護法を持っ てい る の は民主主義国家の基本だ と 。 それ

を持っ ていない と い う こ と ではだめだ ろ う と い う 外圧が き っ かけででき て き てい る

と 思っ ています。

情報公開法は原則なので、 それで情報公開 を しな ければい けない けれ ど も 、 個人情

報も守 ら な ければい けない と い う こ と で 、 だか ら個人情報に関する こ と はマス キ ング

を して公開 してい く と い う 形にな っ ている んだ と 思 う ので 、 だか ら マス キ ング して公

開する と い う こ と がやっ ぱ り 基本だ と 思 う わけです。 それ以上に何だかんだ と か誤解

を招 く 云々 と い う 表現は、 恐 ら く 、 当 時の情報公開法、 個人情報保護法にかかわっ て

き た大学の先生方のい ろい ろ なお話を聞いて き ま した けれ ど も 、 ち ょ っ と そ の趣旨に

合わない し 、 例え ば当時の内閣法制局 と かの考え方 と も こ こ に書いて あ る の は違 う の

ではないか と い う 、 僕な り の認識を しています。

厚労省 と い う の は特に 、 当 時の厚生労働省は情報公開が特に遅れて き て 、 公開でき

ない と 、 い ろ い ろ な理由 を挙げて公開でき ない と い う こ と を言い続けて き た と こ ろで

すけれ ど も 、 そ の 当 時の公開 を求め る 市民団体に対 しての公開でき ない理由 と い う の

は 、 ま さ に こ こ に書かれてい る よ う な も の だっ た ので、 ま だ こ う い う 状況なのかな と

い う 感 じが します。

で も 、 実際に は 、 薬害エイ ズ事件の反省を受けて 、 こ う い う 理由 で公開でき ない と

言っ ていた けれ ど も 、 公開 してみた ら 、 今は公開で健全に議論はでき てい る し 、 さ ら

にそれで も 、 例 え ば薬害エイ ズ事件の反省があっ て も こ こ だけは公開でき ない と 言っ

ていた 中 医協 も公開 を しま した し 、 議論がそれででき ています し 、 そ の 中 医協が公開

した後で も 、 中 医協の下部組織の高度先進医療 と かは公開でき ない と 言っ ていま した

けれ ど も 、 やは り 公開すべき じゃ ないか と い う こ と で公開 された ら健全に議論はでき

てい る と い う こ と なので、 特に誤解が生まれる かも しれない と い う 理由 は 、 大昔に国

民が誤解する か も しれないか ら 国民には情報を与え ない ほ う がいい と い う 情報公開

法を否定 していた と き の考え方で 、 国民を信頼する か しないか、 ま たは国民に対 して

説明責任があ る 、 公開 して誤解を招かない説明責任があ る と い う のが あ る べき 姿なの

で、 誤解 された ら 困 る か ら 隠す と い う よ う なニ ュ ア ンス の文章が出て き てい る状況で



は 、 僕は 、 小林委員 もおっ しゃ っ ていま した けれ ど も 、 丸の 4 つ 目 だけ じゃ な く て 、

丸の全ての表現が少 し 、 こ う い う のでは国民の納得を得 られないのではないか と い う

感 じが します。

事故の情報については 、 僕た ち は個人情報を詮索 したいわ けで も そ こ を責めたいわ

けで も な く て 、 再発防止の議論を したいだけです。 事故 と い う の は 、 そ う い う 意味で

すご く 国民全体の実は財産に していかな き や い け ない 、 それを き っ かけ に してみんな

で同 じ事故が起 こ ら ない よ う に していかな き やいけ ない 、 そ う い う 思いで原因分析委

員の人た ち も さ れてい る と 思います し 、 僕た ち も そ う い う 思いで議論を していかな き

や いけ ないので、 い ろい ろ な危惧や憶測でその本質を忘れて 、 そ う い う こ と をする と

情報提供が さ れな く な る ん じゃ ないか と か、 そ う い う こ と をする と 国民が誤解する ん

じゃ ないか と か 、 そ う い う 議論を して本末転倒になっ て しま っ て も よ く ない と思いま

す し 、 僕はマス キ ングを した形で情報公開 を して 、 議論 も公開 を して 、 再発防止に 向

け た議論 を公開 で国民の注視す る なかでき ち ん と 誠意を も っ てやっ てい く と い う こ

と が大事だ と 思います。

○小林委員 勝村委員の発言の 1 点だけ 、 ち ょ っ と 私は反対なんですが 、 マス キ ング

した情報、 つま り 今回委員の間でいただいた も の を 、 こ れを例えばホームページで公

開する こ と に関 して は 、 私は反対です。

かつて H I V の事件で も 、 こ れほ ど詳細な経過は公表 されていません。 見せて も ら

っ た 1 1 例について 、 これも本当 に話 していいか ど う かわか り ませんが 、 2 例につい

て は読みた く なかっ た と い う 本人の記載があ り ま した 。 あ る いは 、 落ちついてか ら読

んだか と は思いますけれ ど も 、 それを考え る と 、 自 分の知 ら ない と こ ろ でこ の よ う な

詳細な も のが公開 されてい る と い う こ と に関 して本人が ど う 思 う か と い う のは、 やは

り 考えてみ るべき だ と 思います。 も し 、 ど う し て も こ れも 重要だ と い う こ と であれば、

本人の 同意を得る必要があ る と 思 う のですが 、 恐 ら く そ う する と かな り の と い う か 、

どの ぐ ら いかわか り ませんけれ ど も 、 こ こ か ら は水かけ論に な る と 思いますけれ ど も 、

承諾 しない例 も 出て く る と 思います。 そ う な る と 、 例え ば調査用 に と いいますか、 再

発防止用 の分析に も使えない と い う こ と に な る と 思 う んですよ ね。 こ の委員会の一番

の 目 的は 、 情報公開 よ り も 再発防止だ と 思 う んですね。 そ のため に は 、 き ち ん と 全事

例が上が っ て く る と い う こ と が重要だ と 思 う のですが 、 そ こ が ち ょ っ と 不確実な 、 も

し全文が公開 された ら ですね。



さ ら になかに入っ た内容は 、 現時点では も う 少 し して しま う と なかに入っ て しま い

ますので、 こ の ぐ ら いでやめてお き た と 思います。

○石渡委員長代理 やは り こ の事業の一番の 目 的は 、 い ろい ろ な事故の収集 と 、 それ

か ら再発防止 、 将来の医療の安全に向 けて き ち ん と 取 り 組め る か と い う と こ ろ が一番

問題だ と 思 う のですけれ ど も 、 こ の産科医療補償制度は 、 いわゆ る 医療側か ら見 る と

法的安全面は欠如 してい る 。 つま り 、 憲法がすごい重要視 されてい る わけですけれ ど

も 、 そ う します と 、 今ま で分析 した事例の なかでかな り 医療情報 と して は正確に詳 し

く 出て き てい る と 思 う んですね。 それが 、 将来、 いわゆ る 情報が漏れてい く よ う なそ

う い う こ と が起き た と する と 、 これはいわ ゆ る 報告その も の に も いろいろ支障を来 し

て く る 可能性が あ り ま す し 、 脳性麻痺 と い う の は 、 やっ ぱ り 特殊な状況だと思 う ので、

しか も その治療を行っ てい る 医療機関 と い う の はかな り 限 られています。 地方に よ っ

ては数カ所 しかない と い う 、 そ う い う 施設 も ご ざいます。 そ う い う 地域も あ り ま すの

で、 やは り どんなにマス キ ング して も 、 特定ができ ない と は考えづ ら い。 そ う い う 事

例が多々 あ る と思 う んですね。 そ う い う こ と を考えます と 、 医療機関か ら の詳 しい情

報が も し得 られない よ う な状況が起き て き た ら 、 こ の制度その も のが成 り 立たな く な

っ て く る 。

例え ば、 ス ウ ェーデンみたいに 、 ほ と ん ど法的安全弁が課せ られてい る 、 あ る いは

ア メ リ カ の よ う に補償 を受けた場合には訴訟を起 こ さ ない よ う な仕組みができ てい

る 、 そ う い う 状況においては も ち ろ ん何 ら 問題はないのですけれ ど も 、 そ う でない場

合には、 や っ ぱ り 提供する 医療側のほ う が鷹賭 して しま う よ う な状況が起き て しま っ

た ら 、 こ の制度は何も意味を な さ な く な っ て く る ので 、 私は情報公開 と い う こ と に関

して はかな り 慎重に行 う べき ではないか と思っ ています。 私はほ と ん ど小林委員 と 同

じ よ う な意見を持っ ています。

○隈本委員 も ち ろ ん 、 そ う い っ た心配、 僕 も こ の制度に非常に注 目 してい る し 、 医

師 、 医療界 自 身が こ の安全対策に取 り 組む と い う 姿勢に非常に拍手を送っ てい る 立場

ではあ り ます。

一方で 、 あ る 手続き を取れば手に入る報告書が 、 ど う い う プ ロ セ ス を経て手に入る

か と い う だけの問題なんです よね。 どんな人で も 医療安全のため と い う 目 的があ っ て

身元がはっ き り していれば、 マ ス キ ング した上でお見せする報告書ですよね。 だか ら 、

確かにネ ッ ト 上に 出た ら それをネ ッ ト で勝手に使われる と か 、 そ う い う こ と の危険性、
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つま り 身元のわかっ て い ない人に報告書が勝手に使われる危険性を防 ぐた め に今請

求手続き を取っ てい る わ けですが 、 基本的には こ の 内容は最終的に公開 される んだ と 。

つ ま り 、 誰で も 手に入れよ う と 思えば 300 円 で手に入 る も のであ る んです。 だか ら 、

ネ ッ ト 上で勝手に使われた り 、 何か変に都楡 された り 、 そんな こ と に な ら ない よ う に

配慮する こ と は と て も 大事だか ら それでいいんですけれ ど も 、 例えば、 死ぬ気で探せ

ば こ の分娩機関に違いないみたい な も の を見つけ 出す こ と がで き る 可能性があ る か

ら 、 じ や あ 出 さ ない と い う 結論にはなっ ていないわけですね。 こ の制度 自 体がすでに

医療安全の 目 的であれば誰でも報告書を取れる わけですか ら 。 ネ ッ ト で公開する と い

う こ と について反対 と い う 意見については よ く わか り ます。 しか し 、 こ の報告書は 、

国民誰で も 医療安全の 目 的であれば手に入る よ う に してい る と い う 制度だか ら 、 そ こ

は こ の委員会の審議を通 じて誰で も知 られ る よ う に して はい け ない と い う こ と に は

な ら ない と思います。 も う 1 つ 、 今 、 本制度では非常に一生懸命、 原因分析がな され

てい る ので、 それに対 して あ ら探 しを さ れる ん じ ゃ ないか と 思っ て心理的に情報を 出

した く な く な る と い う よ う な議論は本来我々 が本当 はすべき ではない。 例えば訴訟 リ

ス ク に 関 して言えば、 報告書は分娩機関 と 当事者にお渡 しする わ けですか ら 、 訴訟 リ

ス ク の ほ う は公開 さ れて も特に変わ ら ないわけですよね。 つま り 、 当事者でない方が

訴訟を起 こす と い う こ と はほ と ん どあ り 得ないので、 そ う い う 意味では ご心配ないの

ではないか と 思います。

それか ら 、 これはま た基本に戻 り ま すけれ ど も 、 こ の制度、 原因分析委員会の原因

分析や再発防止委員会 と い う の は辺ま と ん ど全て国の補助金でやっ てい る わけです よ

ね。 こ の再発防止事業 も原因分析事業 もね。 だか ら 、 原則国の事業 と 同 じ公開 レベル

でいいのではないで し ょ う か と い う のが僕の意見です。 以上です。

○岩下委員 い ろい ろ な議論が ご ざいますけれ ど も 、 そ の原因 と な っ た元の機関が特

定 される 、 さ れない と い う のは 、 ま た次元が違 う 問題であ っ て 、 それはそれでいい と

思います。

僕は 、 原因分析委員会の資料ですか、 その ま と めた も の を見 る と 、 あれは直接対象

と な っ た 医療機関に も 、 それか ら こ の前は産科婦人科学会のほ う に も周知 して く れ と

い う こ と が こ の機構か ら 来ていますので 、 それだけで も かな り の予防 と いいますか、

1 回そ う い う こ と を起 こ した と こ ろ に は第三者の意見を聞いて こ う であ っ た と い う

こ と が伝わっ てい る ので、 そ う い う 意味では 、 こ こ の施設に対 して 、 それか ら社会的
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に対 して も 、 あ る 程度それだけで再発防止の意義が少 しあ る ん じゃ ないかな と 思っ て

お り ます。

そ の部分は心配 していないのですけれ ど も 、 こ こ でデ ィ ス カ ッ シ ョ ンする 内容が 1

つの事象、 例えば陣痛促進剤を使っ た量が多過ぎる 、 少な過 ぎ る と か 、 そ う い う 議論

が これか ら な さ れて く る んだ と 思 う んですけれ ど も 、 それは議論の過程が公にな る こ

と は悪 く はない。 ただ し 、 それが民事裁判なんかで係争中の場合には 、 こ う い う 委員

は こ う い う 発言を したか ら と い う こ と が原告のほ う で採用 された り 、 ま たは被告のほ

う で 、 いや、 こ う い う 意見、 こ う い う ふ う に言っ た と い う 、 それが裁判の具にな る よ

う な こ と だけは 、 公開にする に して も結論が出 る前の も の はそ う い う ふ う に使 う べき

ではない と 私は思います。 だか ら 、 そ の辺 も何か考えていただき たい と い う こ と です。

○池 ノ 上委員長 あ り が と う ご ざいます。 確か、 こ の委員会が 、 運営委員会が始ま っ

た と き に 、 各委員の方々 の発言が公に 、 例え ば今おっ しゃ っ た裁判な ら裁判で使 う か

使わないか と か 、 あ る いはその委員に も のすごい 、 例えば見てい ら っ しゃいますけれ

ど も 、 取材が集中する と か 、 そ う い う こ と については運営委員会全体 と してそれに対

応 してい く と い う 基本的な コ ンセ ンサス ができ ていた と 思 う んですね。 ですか ら 、 そ

れはそれでこ の機構 と してはそ う い う 対象は作っ てい く べき だろ う と 。

今 、 議論いただいてい る の は 、 やは り 個人情報 と い う こ と での公開 ･ 非公開 と い う

の と 、 会議のプ ロ セ ス の公開 ･ 非公開 と い う と こ ろ を ど う す る か と い う こ と だ と思 う

のですけれ ど も 、 私 自 身は 、 個人 と か施設の特定につなが る こ と について は 、 やは り

原則保護 しない と い けない と 思いますが 、 会議のプロ セス の なかでそ う いっ た こ と に

触れる よ う なそ う い う 項 目 に対 して は 、 それを適用 して個人情報保護 と い う こ と で 、

そ こ の部分はそれが絡ま る よ う な議論にな る と い う こ と だ と 、 やっ ぱ り 個人を保護す

る と い う こ と が優先する 。 そ う でない場合は 、 極力原則的には公開 と い う 原則 に沿っ

て行われる と い う のが 、 今の こ の再発防止委員会が患者 さ ん側に も 医療者側に も 両サ

イ ドに健全な再発防止委員会であ る と 受 け と め ら れてい く た め に は必要不可欠な も

のではないか と 私 自 身は思いますけれ ど も 。 私 自 身が思います と 、 ご意見をお伺い し

ないのは委員長 と して よ く ないですが 、 他にいかがで し ょ う か。

○勝村委員 やっ ぱ り こ の公開でや る のか非公開でやる のか と い う のはすご く 議論

に参加する う えでの アイ デンテ ィ テ ィ と い う か、 そ う い う も の にかかわっ て く る ので、

ぜひ委員の皆 さ んの ご意見 も 聞いていただいた ら と 思 う のですが 、 今の議論に関 して
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の僕の意見なんですけれ ど も 、 情報開示 と 個人情報保護法の趣旨 と い う こ と で言 う な

ら ば、 例え ば原因分析報告書が一般に請求 した人に情報公開 されてい る けれ ど も 、 そ

れが公開 の 目 的を聞いていた り 、 請求をする 目 的を聞いていた り 、 ま たその人た ち の

名前を保管 してそれを管理 してい る かの よ う な発言がな されてい る と い う こ と は 、 情

報公開 の趣 旨か らする と 少 し法務的な事務方の人が される と い う こ と であれば、 僕は

それはやや違和感を持っ てい る と い う こ と です。

それか ら 、 個人情報保護 と い う 観点で も 、 請求 した人のプラ イ バシーみたいな も の

が情報公開の なかではかな り 優先 されるべき だ と い う ふ う な考え方が あ っ て 、 情報公

開請求を した と い う こ と がいつま で も 追随 されてい く 。 つま り 、 情報公開請求が し に

く く な る よ う なハー ドルを作る と い う こ と は よ く ない と 思 う し 、 基本的に は情報公開

請求で得た も の は さ ら に情報公開 して い っ て よ い と い う 考え方に な る と 思 う んです

ね。

ただ 、 僕 も小林委員のおっ し ゃ る こ と がわかる の は 、 隈本委員 も おっ しゃ っ ていま

した けれ ど も 、 ネ ッ ト と い う のが非常に危ない と い う の は感 じていて 、 特にm 3 . COAI

で し ょ う か。 お医者 さ んの掲示板で非常に被害者 と かそ の事故に遭っ た人を誹議中傷

して警察が動 く と い う よ う な こ と も あ り ま した 。 あ あい う と こ ろ であ あい う ふ う に書

かれる と い う よ う な こ と が も し起 こ っ て しま う な ら ば、 ネ ッ ト 上での公開 と い う の は

一定の配慮が必要 と い う 気持ち も わかる のですけれ ど も 、 僕はい るい る な事故の脳性

麻痺の子 ど も を抱えてい る家族の方 と か、 事故に遭っ た家族 と た く さ んお話 し してい

る つ も り でいますけれ ど も 、 こ の会議が公開 を して純粋に再発防止のた めの議論を し

てい る な ら ば 、 それをやめて く れ と い う ふ う にな る と い う の は 、 僕の経験上ではち ょ

っ と 想像 しに く い と い う こ と なんです。 ただ 、 やっ ぱ り ネ ッ ト 上で誹議中傷 される と

い う よ う な こ と が も しあ る な ら その誹議中傷はやめて ほ しい と い う こ と は 、 それは絶

対に あ る と 思います。 だか ら 、 そ こ の境 目 、 僕 ら の議論の なかで公開する か しないか

と い う こ と と 、 ネ ッ ト での誹議中傷に配慮する か ど う か と い う こ と は別の議論だ と い

う ふ う に思っ ています。

も う 1 つについては、 あ ま り し ゃべ り 過 ぎて も あれなので、 皆 さ んの をお聞 き して 、

僕はそ の後でそ の議論に参加す る か ど う かの意見は言いたい と 思います。

○ 田村委員 それぞれの方のお っ しゃ っ てい る こ と がそれぞれ正論だ と は思います。

先ほ ど池 ノ 上委員長がおっ しゃ っ た こ と を実行する な ら 、 つま り 、 こ の議論の過程そ
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の も のはでき る だけ公開に したいが 、 患者 さ んや医療機関の個人情報が特定 される よ

う な危険性は避けたい と い う こ と であれば、 マ ス キ ング されてい る資料は委員に配付

して議論する けれ ど も 、 それは傍聴席の方には配付 しな ければ良いのではないで し ょ

う か。 委員会の議論は基本的には公開する 。 しか しその施設な り 、 患者 さ んが特定 さ

れる かも しれない と い う よ う な議論にな っ た と き には 、 その時点で委員長の職権で一

時的に傍聴席の方に退出 していただいて議論 した う え でま た入っ ていただ く と い う

ふ う にする 。 それな ら ば、 議論の過程は傍聴席の方に公開 されます し 、 個人情報が外

に漏れる と い う こ と は防げる こ と に な る と思います。

0館澤委員 今 、 ④について議論 されてい る こ と については 、 実は大き く 2 つ あ っ て 、

プ ロ セ ス の公開の是非について 、 いわゆ る 委員会決定 されたア ウ ト カ ムだけ にする の

かプロ セ ス も す る のか と い う 大き な議論 と 、 そのなかで議論 さ れる個別具体的な中身

を どの よ う に ど こ ま で公開する のか と い う 議論、 その 2 つが行き つ戻 り つ してい る よ

う に思います。

その う えで 、 まず 1 ,点 目 、 プ ロ セス なのか委員会決定 された ア ウ ト カ ム だけなのか

について言 う な ら ば、 私はやは り 、 こ の委員会はプロ セス も極力公開 してい く 方向で

進めてい こ う と してい る こ と を社会に 向 けて ア ピール してい く こ と も 大事な こ と だ

と 思っ ています。 ですの で 、 先ほ ど委員長が言っ て く だ さ っ た原則 、 ｢ そ う い う こ と

でい き ま し ょ う と ｣ と お っ しゃ っ て く だ さ っ たの を と て も心強 く 伺っ ていま した 。

それか ら 、 2 点 目 、 個別具体的 と い う こ と で言 う な ら ば、 私は 、 一律こ こ で ど う し

ま し ょ う と 決め る こ と ができ ないのではないか と 思っ ています。 こ れか ら活発な議論

を してい けばい く ほ どい ろい ろ なケース が出て き て 、 かっ こ の制度を これか ら どの よ

う に動か してい く か と い う 議論の過程に も あ る なかで、 恐 ら く いろ い ろ な こ と が 出て

き て 、 そ のたびご と に慎重に議論を重ねていかなければい け ないのだ と 思います。 で

すので、 そ の あた り は 、 臨機応変にケース ･ バイ ･ ケース でき ちん と 議論を してい く 。

そ して そ の こ と も プ ロ セ ス と して き ち ん と 説明す る よ う な形で進めて行か ざ る を得

ないのではないか と 思っ ています。 以上です。

○池 ノ 上委員長 あ り が と う ご ざいま した。 今 、 鮎澤委員か ら ご指摘いただき ま した

よ う に 、 特に後者の部分ですね。 具体的なケース が見え ない と き に 、 その総論的な議

論はなかなか深め に く い と い う こ と が ご ざいますね。 原因分析委員会が立ち上が る と

き も そ の よ う な こ と が あ り ま した 。 ですか ら 、 実際の具体例が どん どん どん どん出て
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き始めた ら 、 そのなかで原因分析委員会の活動範囲が ど こ ま で行 く か と い う よ う な こ

と も コ ンセ ンサス が皆 さ んかな り 一致 して き て 、 そ こ ら 辺がだんだん整理 されてい る

と い う こ と だ と 思います。 今 、 鮎澤委員か ら ご指摘いただいた 、 そ の一律は今の時点

ではなかなか無理な性格を持っ て い る の ではないか と い う こ と も 非常に重要な こ と

だ と 思います。

他にいかがで し ょ う か。 ご発言ございませんか。

○川端委員 お話を 聞いていて ち ょ っ と わか ら な く な り ま したので、 教えていただき

たいのですが 、 原因分析報告書 と い う の は原因分析委員会で作成 し完成 した も のです

ね。 こ れはイ ンタ ーネ ッ ト に載っ てい る わけですね。

○上田理事 いや、 載っ ていません。 要約版です。

○川端委員 要約版ですか。 そ う ですか。 そ う す る と 、 こ の前資料で送 られて き た個

人情報を消 した厚い書類があ り ま したね。 あれは何ですか。

○上田理事 それはマス キ ング していますので 、 先ほ どの開示請求 した人のみに届 け

てい る マス キ ング版であ り ます。

○川端委員 何のマス キ ング版に な る のですか。

○上 田理事 オ リ ジナルの報告書の 中か ら年月 日 です と か 、 個人情報に近い部分をマ

ス キ ング した も のであ り ま す。

○川端委員 オ リ ジナル報告書 と い う の は 、 そ の原因分析委員会の実際の報告書です

か。

○上 田理事 はい。 実際の報告書であ り ます。 マス キ ング版はその 中 の年月 日 な どを

マ ス キ ング してい る も のです。

○川端委員 わか り ま した 。 ち ょ っ と 話がわか らず、 混乱 しま したので。

○隈本委員 その都度オープンでや る かク ロ ーズ ドでやる か と い う 議論 をする の も

大変なので、 僕 と して は 1 つの提案なんですけれ ど も 、 要約版を使っ た議論にする と

決めて も いいん じゃ ないですかね。 要する に 、 要約版だけで も かな り の こ と がわかる

んですよ 。 例え ば 、 ま と め と 書いて あ る の は 、 原因分析の原因は こ こ に書いて あ り ま

す し 、 それか ら 、 そ の医学的評価 も ち ゃん と 書いて あ り ます。 細かい と こ ろ に入っ て

い っ て 、 こ こ で本当 に何 証 使っ たかなみたいな話になっ た と き に初めて本報告書を

見な き や いけ な く な る こ と も あ り ますが 、 基本的には要約版を見れば。

そ も そ も要約版 と い う のは 、 それを見れば事例の概要がわかる か ら 要約版なのであ



っ て 、 我々 、 こ の再発防止委員会 と して議論すべき は 、 その要約版でも十分なん じゃ

ないか と 思 う んです。 それだっ た ら要約版が皆 さ んお手元に あ っ た状態で、 今ま でネ

ッ ト 上にオープンに さ れた も ので議論 して 、 ど う し て も そ こ に専門的に入っ てい く た

め に は 、 こ こ は本報告書を も う 1 回掘 り 起 こ して見なき や い けない と い う こ と にな っ

た と き だけ も のすご く 例外的に ク ロ ーズ ドにする と い う 、 そ う い う ふ う に した ら いか

がで し ょ う か。 要約版にはかな り の情報が入っ ていますよ 。

○上田理事 事務局で、 提案 さ せていただいてお り ます。 それで、 ケース ･ バイ ･ ケ

ース と い う ご意見な ど も ご ざいま した。

実は 、 前回 ご指摘が あ り ま した ので、 先ほ どのマス キ ング版を各委員に 1 1 事例届

けてお り ます。 今 、 隈本委員は要約版で審議すればいい と い う ご意見ですが 、 深 く 分

析する場合には報告書に基づいて行 う と い う 考え も あ る と 思います。

そ こ で 、 事務局か ら の提案ですが 、 今 日 、 私 ど も 、 報告書を用意 してお り ますので、

それについてまず非公開で審議 していただいて 、 その 中で要約版がいいのか、 報告書

がいいのか、 議論 していただき たい と 思います。 決 して決定ではな く 、 今 日 の審議に

ついては私 ど も報告書を用意 してお り ますので、 まず非公開で行っ て 、 その 中で今後

の進め方な ど も議論 していただ く と い う こ と を提案 したい と思 う います。

○池 ノ 上委員長 今 、 事務局の ご提案は 、 こ れか ら マス キ ン グ さ れた も のではないの

が 、 今か ら 、 次の議題、 資料が 出て く る んですね。

○上田理事 テーマに沿っ た分析の審議の後にです。

○池 ノ 上委員長 テーマ に沿っ た分析の後に 出て く る んですね。 それを ご覧いただい

て と い う こ と ですか。

○勝村委員 マス キ ング されていない も のが 出 る んですか。 さ れてい る も のです よね。

○上 田理事 深 く テーマ に沿っ た分析をする た めには 、 オ リ ジナルのマス キ ン グ して

いない も ので審議す る必要があ る と 思います。 オ リ ジナルの報告書に基づいた審議を

非公開で行 う かは 、 今 日 の委員会の決定で進め る こ と に してお り ま した 。

今 、 要約版で審議する と の提案も ご ざいま したので、 オ リ ジナルの報告書で議論 し

な く て も いいのか、 あ る いは公開で行 う のか、 非公開で行 う のか、 これ ら について実

際に報告書を見て ご検討 していただいて 、 今後の進め方を決めていただければ と 思い

ます。

○勝村委員 マス キ ング してい る の は 、 再発防止 と か原因分析 と かをする う えで不必

‐ 1 9 ‐



要 と い う か 、 特定の個人名 が あ る と こ ろ をマス キ ング してい る んです よ ね。

○上 田理事 も と も と 個人名 はあ り ませんが 、 年月 日 です と か 、 でき る だけ個人情報

に近い も の をマス キ ング しています。

○勝村委員 皆 さ んの議論のなかでですけれ ど も 、 僕の意見 と して は 、 やっ ぱ り マス

キ ング した も のでいい 、 マ ス キ ング した も ので議論 して僕はいい と 思っ ていますけれ

ど も 、 そ の なかでやっ ぱ り ど う して も必要が あ っ て 、 そ こ の 中身が再発防止 を考え る

う えで必要だ と い う ケース が ち ょ っ と 具体的にはわか ら ないですけれ ど も 、 起 こ り 得

る な ら ば、 それを聞 く こ と はあっ た と して も 、 基本はマス キ ン グ した も ので僕は よ い

と 思っ ています。

そ も そ も マス キ ング してイ ンタ ーネ ッ ト で開示請求があれば、 今は漏れな く 渡 して

い る んですよね。 つま り 、 請求 した人に。

○上 田理事 そ の方にのみですね。

○勝村委員 で も 、 個人情報は十分守 られていないかも しれない と 言っ てい る の は 、

ち ょ っ と 矛盾が あ る と 思 う んです よ ね。 請求が あ っ た人にはそれを渡 してい る んだか

ら 。 だけ ど 、 僕 ら がそれを基に議論する こ と が個人情報を守れないかも しれない と い

う のは 、 ち ょ っ と 僕は矛盾があ る と 思 う し 、 い ろい ろ な ご意見が あ る みたいですか ら 、

僕は ど こ ま で妥協でき る かはあれですけれ ど も 、 マ ス キ ングを した原因分析の報告書

と い う も ので再発防止の議論をする と い う のは 、 僕は原則なん じゃ ないかな と 思いま

す。

○石渡委員長代理 ち ょ っ と 確認 させていただき たいんですけれ ど も 、 全文版でマス

キ ン グ したそ う い う 報告書について請求が あれば全部応 じてい る わ け じゃ ないです

よね。 ど う し てマス キ ン グの全文版が必要か と か、 そ う い う こ と については運営組織

のほ う で十分吟味 して 、 その 目 的 を聞いた う えで送付 してい る んですよね。

○池 ノ 上委員長 で も 、 こ こ では、 再発防止委員会の議論をする資料 と して は原文そ

の も のが必要なのではないか と い う こ と も あ る ので 、 一遍見てみま し ょ う と 。 今ま で

ま と ま っ てい る 1 1 例について 、 原文版その も の を一遍皆 さ んに見ていただいて 、 そ

れを実際に ご覧いただいて 、 さ っ き鮎澤委員がおっ しゃ っ た あ る程度の コ ンセ ンサス 、

こ の ぐ ら いな ら大丈夫、 こ れ ぐ ら いは ち ょ っ と ま ずい と い う よ う な と こ ろ が あ っ て 、

さ ら に こ の公開 ･ 非公開の議論 と い う の を進めたほ う がプラ ク テ ィ カルではないか と

い う よ う な ご提案だ と 思います。 それで よ ろ しいですね。
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○ 田村委員 も う 一遍確認ですけれ ど も 、 上 田理事のお話はマス キ ング された も の を

今 日 議論する と い う こ と じ ゃ ないですか。 オ リ ジナルを出す と い う こ と ですか。

○上田理事 オ リ ジナルを 出す と い う こ と です。

○ 田村委員 それはずいぶん飛躍 した方法ではないで し ょ う か。 隈本委員がおっ しゃ

っ ていたのは 、 要約版でいいかマス キ ング版でいいか と い う こ と で 、 要約版で も 十分

議論でき る と い う 意見が 出 されて 、 それに対 してマ ス キ ング版の ほ う がいいか も しれ

ないか ら 両方比べてみ よ う と い う と こ ろ に議論が行っ ていた と 思 う んですけれ ど も 、

原本を 出すな ら恐 ら く 完全に非公開 になっ て しま いますね。

0池 ノ 上委員長 も しそれが決まれば、 私はそ う い う ふ う に提案を し よ う と 思います。

それでず う っ と こ れか ら先非公開 と い う わけではないのですけれ ど も 、 議論いただ く

と 。 今 日 の時点では 、 こ れか ら は全文を 出 します と い う こ と であれば非公開 に させて

いただき ます と い う ふ う な 、 当然そ う い う こ と に流れはな っ てい く だろ う と 思います。

前回の こ の委員会 、 原文的な も のが ない と その細かい議論ができ ないのではないか

と い う よ う な意見がずいぶん出て き たので、 それを踏ま えて今事務局のほ う でそ う い

う ご意見にな っ てい る んだ と思います。 小林委員か ら今何かご発言ご ざいますか。

○小林委員 では 、 参考ま でに。 開示請求があ っ た と き に は誓約書を取る わけですよ

ね。 我々 も研究の と き も しば しばそ う い う こ と を し ますけれ ど も 、 秘密を守る と い う

私契約に な り ますけれ ど も 、 そ う い う の を結んで。 ですか ら 、 開示請求を した人か ら

第三者に どん どん流れてい く と い う こ と は考え に く い と思います。 ですか ら 、 開示請

求で見 られる と い う こ と と 公開 と はま た別の話だ と 思います。

○勝村委員 それはそ う い う 認識 も あ る みたいですけれ ど も 、 やっ ぱ り そ こ の コ ンセ

ンサス は誰かが取っ たのかな と い う 感 じがする わけです。 一方で 、 こ こ で個人情報保

護法 と か情報公開法 と か、 こ こ へ税金 も入っ て半分公的な と こ ろでやっ ていて 、 本来

の情報公開法 と かの趣 旨で、 やっ ぱ り 公開 してい こ う と い う 趣 旨だ と い う ふ う に理解

してい る者か らする と 、 そ う い う 制約が あ る と い う こ と 自 体にすご く 違和感があ っ て 、

そ の こ と はそ の こ と でそ う い う や り 方でいいのか ど う か。 こ の議論の。

○池 ノ 上委員長 そ う ですね。

○勝村委員 と い う こ と が あ る ので 、 研究者向 け と かい う こ と だけで、 あのホームペ

ージは研究者向けの ホームページ じゃ ないわけですか ら 。

0板橋委員 結局 、 全文版を 出 して ま た こ こ で。 原因分析委員会のそ の存在 と い う か
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関連性が非常に こ う 、 要する に原因分析をま た こ こ で しかねない議論にな る の を非常

に ち ょ っ と 懸念 しますけれ ど も 。

○池 ノ 上委員長 基本的には 、 原因分析委員会は各ケース 、 ケース を個々 にやっ てい

る 。 再発防止委員会はそれをマ ス でや り ま し ょ う と い う のが一番の大 き な違いです。

○板橋委員 そ う ですよ ね。

○池 ノ 上委員長 ただ、 マ ス でま と め る と き に 、 原因分析の個々 の理解 と い う の は当

然必要に な る ん じゃ ないか と 、 そ う い う こ と です。

○勝村委員 さ っ き 僕途中まで言いかけてやめた話がそ の詣で 、 再発防止委員会を公

開にする と裁判 と かでち ょ っ と 危惧 される と い う 話が あ り ま した けれ ど も 、 僕はそれ

は原因分析委員会の ほ う が 、 裁判に使われる と い う こ と な ら ばそ う なのであっ て 、 原

因分析の なかでそ う い う ふ う にそれぞれの事例が評価 されて 、 それを基に僕 ら は ど う

い う ふ う な再発防止策が具体的にい ろい ろ なルー ト でい ろ い ろ な こ と が あ る か と い

う 議論を してい る だけ なので、 そ の裁判 と かを危惧する な ら ば、 原因分析委員会のほ

う が危惧 される べき ではないのかな と 思います。

○池 ノ 上委員長 基本的にはそ う い う こ と だろ う と 思います。

他に こ の議論に関 して ご発言を ど う ぞ。

○岩下委員 マ ス キ ング版は も う 皆 さ んお持ち なんですよね。

○上 田理事 マス キ ング版は 、 お届 け しています。

○岩下委員 これ も先生方ご覧になっ てみればわかる けれ ど も 、 ほ と ん ど 日 付 と か施

設が何床だ と か 、 こ れか ら デ ィ ス カ ッ シ ョ ンす る 内容 と あま り 関係ない と思 う の で 、

こ のマ ス キ ング版を見れば必要か ど う か、 現物 と いいますか、 マス キ ング していない

のが必要か ど う かわかる と 思 う んですけ どね。

○池 ノ 上委員長 ただ、 それを こ こ で議論する と き に 、 も う その時点で公開 にな っ て

い る かいないか と い う こ と は 、 あ る程度私の立場 と して重要なので 、 も し原文を皆 さ

んでご覧いただいて議論を始め る と い う こ と に ご同意いただければ、 そ こ か ら非公開

と い う こ と に さ せていただいて 、 今 日 の と こ ろ はそ う したい と 思っ てい る と い う こ と

です。

○勝村委員 今 、 田村委員 も お っ しゃ っ た よ う に 、 や っ ぱ り こ こ で出てい る のは、 前

回 こ う い う の を 出 して ほ しい と 言っ たのは僕 も そ う です し 、 他に も お られた。 僕 も そ

う 言っ たんですけれ ど も 、 僕のそのイ メ ージは 、 やは り 再発防止の会議をする に 当 た
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っ て 、 僕た ち が情報公開請求を して これを入手 していない と だめだ と い う こ と ではな

しに 、 やは り 原因分析が先行 してそ の後で再発防止委員会が開かれてい る わけですか

ら 、 僕 ら は こ れに一応 目 を通 した う えで議論する も のだ と 思っ ていたので、 やっ ぱ り

こ う い う も のが 出 さ れて しか るべ き な ん じ ゃ ないか と い う こ と は前回お話 し しま し

た けれ ど も 、 ただ、 その と き の僕のイ メ ー ジは 、 ま さ に情報公開で読みたい人、 必要

だ と 感 じてい る人、 読みたい と 思 う 人にマス キ ング された これが委員に配 られた う え

で議論が されるべき だ と い う 思いを していま した し 、 隈本委員の よ う な議論の情報公

開 を優先す る た め にはそ う い う 妥協 も やむを得ないの じ ゃ ないか と い う 趣 旨 だ と 思

う んですけれ ど も 、 それも あ り ますけれ ど も 、 あ えてマス キ ング していない も のま で

配る こ と は誰 も 要求 していない し 、 それを理由 に会議 自 体を非公開に して しま う と い

う こ と の ほ う が 、 ど う い う 再発防止を真摯に議論 してい る のか ど う か と い う こ と は一

定監視 されていて しかるべき だ と思 う んです。 こ の委員会は隠 して しま わないほ う が

いい と僕は思っ ています。

○上田理事 私 ど も は 、 非公開 にする た め にオ リ ジナルの も ので議論 していただき た

い と 言っ てい る のではご ざいません。

1 つは 、 やは り 深い分析を行 う た め には 、 オ リ ジナルの も の を見て分析 していただ

く こ と がベタ ーではないか と い う こ と があ り ます。

板橋委員の ご指摘の よ う に 、 原因分析委員会で行われた も の を前提に こ こ で分析 し

ますか ら 、 その内容についての評価ではな く て 、 各事例の原因分析報告書の 中 の共通

因子は何か と か、 そ う い う 意味で原文を見ていただき たい と 思います。

それか ら 、 マ ス キ ング版でいい と い う ご意見 も あ り ます。 ただ 、 マ ス キ ング版につ

いては小林委員か ら の ご指摘が あ り ま した よ う に 、 開示請求者についてはお名前、 そ

して 目 的が学術研究的な 目 的での利用 、 公共的な利用 、 医療安全のた め の資料 と して

の利用のいずれか、 具体的 にその 目 的を記入 していただいて 、 そ して上記の使用 目 的

外での使用 はいた しません と い う 、 署名 ･ 捺印 を していただいて 、 請求 した方にのみ

開示 してお り ま す。

そ こ で 、 先ほ ど勝村委員か ら情報公開 と い う 視点での ご意見が あ り ま したが 、 も と

も と こ の原因分析報告書は当該分娩機関 と 家族のみに届 け る こ と に していま した 。 し

か し 、 原因分析委員会で、 産科医療の質の 向上を図 る ため にはでき る だけ多 く の人に

見て も ら っ た ほ う がいい と の議論があ り ま した 。
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それか ら 、 委員に は医療関係者だけではな く 有識者の方、 弁護士の方に入っ ていた

だいていますが 、 で き る だけ透明性を高め る必要が あ る の こ と か ら 開示する こ と にな

り ま した 。 こ の開示は産科医療の質の 向上の観点で考えてお り 、 こ の情報を広 く 公開

する も のではあ り ません。 当事者について はい るい る な心情の問題 も あ る と 思います。

そ こ で 、 今 申 し上げた 目 的のみ開示する こ と に しています。 それか ら要約版を ホーム

ページに載せてお り ます。

ですか ら 、 ち ょ っ と 話が長 く な り ま したが 、 マ ス キ ング した も の について は 、 今言

っ た よ う な形で開示 してお り ますので、 こ れを広 く 傍聴の方にお見せする と い う のは

なかなか難 しい と 思います。

それでは 、 傍聴の方にお見せ しな く て も 、 委員で議論 してい る と こ ろ を見ていただ

く と い う の も 、 1 つ の提案か も しれませんが 、 現実には こ う して公開の場で議論にな

り ます と 、 果た して個人情報に配慮する と い う 観点か ら は 、 いかが な も のか と 考えて

います。 事務局 と しては 、 マス キ ング した も ので議論する場合 も公開で行 う の は問題

ではないか と 考えて います。

○池 ノ 上委員長 よ ろ しいで し ょ う か。 今ま でい ろい ろ な ご意見をいただき ま した 。

も う ずいぶん時間 も た ち ま したの で、 今 日 の こ の会議は これか ら非公開 に さ せていた

だいて 、 そ して事務局が準備いた しま した資料を基に委員の皆 さ んでご議論をいただ

く 。 その なかに公開 ･ 非公開 と い う ニ ュ ア ンス も含めて 、 そ う い う の も含めてそれぞ

れの事例に沿っ た検討をいただ く 。 そ して 、 次回の こ の会議までに公開 ･ 非公開 も含

めて ど う してい く か と い う ふ う に進め させていただき たい と 思いますが 、 よ ろ しいで

し ょ う か。 いかがで し ょ う か。

○勝村委員 次回以降は 、 そ う じ ゃ な く な る ので し ょ う か。

○池 ノ 上委員長 いや、 ですか ら 、 今 日 の議論で最後のほ う で 、 じ や あ こ の程度の こ

と が出て く る のであれば公開でいいん じゃ ないですか と か 、 例えば こ の程度の レベル

の こ と であればやっ ぱ り ち ょ っ と まずいですね と か 、 そ う い う ニ ュ ア ンス をそれぞれ

つかんでいただいて 、 そ してそれぞれの委員の先生方の ご意見を集約 させていただ く

と 。 さ っ き 、 鮎澤委員がおっ しゃ っ た よ う に 、 やっ ぱ り イ メ ー ジが具体的に な っ てい

ない段階で公開 ･ 非公開 を詰めてい く と い う のはなかなか難 しいのではないか と 私 自

身 も思いますので。

○隈本委員 非公開 に な る前に一言言わせていただき ます。
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上 田理事のお考えは非常に よ く わか り ます。 も う 長い付き合いなので。

ただ、 それは原因分析委員会のス ター ト 時点では 、 分娩機関 と 当 事者だけに渡そ う

と い う 話で始ま っ たが 、 長いそれこ そ公開の議論のなかで、 原因分析を したの にそ の

当該分娩機関だけが知 っ てい る と い う の はいかに も も っ たいな過ぎ る よ と い う こ と

で 、 やは り 医療安全のた め に何か使 う んだっ た ら これは使っ ていただ こ う じ ゃ ないか

と い う 議論にな っ ていっ たわけで、 その結論が今のス タ ー ト ラ イ ンですか ら 、 昔は本

当 は公開する気はなかっ た と い う のは 、 お気持はわか り ますけれ ど も 。

○上田理事 そ う い う こ と を家族や分娩機関に も連絡 して進めています。

○隈本委員 いや、 わか り ます。 だか ら 、 原因分析のス タ ー ト ラ イ ンの と こ ろ で、 ま

ず原因分析制度を設計する段階では 、 確かに最初はお渡 しする だけのつ も り だっ た け

れ ど も 、 非常に貴重な事故の事例をそ の 当事者だけが知っ てい る と い う の は も っ たい

な過ぎる と 。 も っ と 医療界全体、 社会全体で共有 して再発防止をやるべき だ と い う 考

え方で、 開示請求があ っ た らやろ う と い う ふ う に なっ て 、 最終決定がそれなんですか

ら 、 それ以前に話が戻る のは ど う か と思います。

それか ら 、 も う 1 つ 、 原因分析をた く さ んやっ て き た 中で 、 例え ば絨毛膜羊膜炎が

あ る 。 こ のケース は これが本当 に脳性麻痺につなが っ たか ど う かわか ら ない けれ ど も 、

他に何も ないので、 ど う や ら こ の絨毛膿羊膜炎が気に な る 。 で 、 報告書には可能性み

たいな書き方に して あ る も のが あ り ま すね。 それが 1 0 例 も 20 例 も積み重な っ て初め

て 、 こ れは も しか した ら感染はあ る のだが 、 熱は上が ら ない 、 こ う い う ケース っ て全

然妊婦 さ んの熱は上が ら ないんですね。 熱が上が ら ないの に 、 実際に調べてみ る と 、

そ う い う 病理の結果が出 る と 。 こ う い う 知見が積み重な っ てい けば、 いずれ脳性まひ

発生予防にな る と い う こ と で期待 して 、 みんな先生方は も のすごいエネルギーを使っ

て原因分析を してい る わ けですよね。 だか ら 、 こ う い う も の は 1 例 1 例の分析では可

能性で しかないが 、 1 0 例重な る と 、 も しか した ら コ ン ト ロ ールを取っ て調べた ら 出て

く る かも しれない と い う も の を見つけ出すた め に我々 は存在 してい る わ けです。 逆に

言 う と 、 そ の 1 例 1 例の分析はあんま り や ら な く て も 、 も う 1 回見直 さ な く て も 、 報

告書を し っ か り 読ま な く て も 、 も しか した ら 要約版で も いいのかも しれない。

僕は こ の第 1 回に要約版の一覧表を作っ て く れ と 言いま した。 それは ど う い う 事故

が多いのか と か 、 ど う い う ケース が多いのか と い う も の を一覧 して見 る こ と に よ っ て

わかる こ と が あ る で し ょ う と 。 だか ら 、 今回で言えば、 要約版を一覧表にする だけで
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も 。 1 ページにする と 、 本当 に字は小 さ く な る んですよ 。 それ ぐ ら いの量でいいん じ

や ないか と 。

議論 した なかで 、 じ や あ本当 に何時何分に投与 した のか調べよ う と い う こ と であれ

ば、 それは個別に も う 1 回報告書を見ればいいわ けで、 そ の と き には別に こ の場です

る ん じ ゃ な く て 、 事務局にお願い しておいて 、 じ や あ何時何分に こ の薬を投与 したケ

ースが何件あ る んですかみたいな 、 そ う い う 話はま た別途調べて も ら えばいいので 、

も し あれだっ た ら 、 も う これ妥協案 と い う か何かあれですけれ ど も 、 こ こ で話がま と

ま ら ないのは僕は非常に残念だ と 思 う ので 、 ぜひ要約版で議論する 。 だか ら 、 一応、

常にオープンでやる と い う ふ う に提案 したい と 思います。 非公開 にな る 前にぜひこれ

を言いたい。

○池 ノ 上委員長 今の隈本委員か ら ご提案をいただいた と い う こ と で 、 ま た今後それ

は検討 させていただ く と い う こ と で 、 今 朝ま 、 まずは--

○勝村委員 やっ ぱ り 、 僕は こ の補償制度 自 体が 、 上 田理事 も 、 目 的の と こ ろ に原因

分析を して再発防止を し っ か り してい く んだ と い う こ と で 、 一方で、 ご存知の と お り 、

世論では保険会社のため の制度なん じゃ ないか と か 、 例えば本当 に事故に遭っ た母子

のた め に なっ てい る のか と か、 いろい ろ な議論 も あ っ て 、 だか ら こ そ き ちん と 本当 に

患者のた め 、 事故に遭っ た人た ち のた め の 、 ひいて は国民全体の制度なんだ と い う こ

と を僕た ち は見せていかな き や い けないんですよね。 実際、 多 く の人がお金 も払っ て

やっ てい る 制度なんですか ら 、 だか ら情報公開 しな ければいけ ない と い う こ と の意識

と い う の を僕は も っ と すご く 高 く 持つ必要が あ る と 思っ て 、 そ う い う 意味では原因分

析の報告書をマス キ ング して公開 して 、 多 く の人にいい形で活用 して も ら え る のな ら

と い う こ と で公開 を決めたんだ と 。 先ほ どおっ しゃ っ た こ と なんかは 、 僕はその と お

り だ と 思います し 、 こ こ の議論なんかも 、 き ちん と 議論でき る よ う にでき る だけ公開

してい く べき だ と 思います。

それで 、 池 ノ 上委員長に 、 あんま り 委員長 を 困 らせて も いけないかな と 思っ て 、 僕 、

1 つだけぜひお願いがあ る と い う のは 、 も し 、 今 日 、 そ う さ れ る ので した ら 、 僕は こ

れだけは絶対やっ て ほ しい。 と い う のは 、 その間の議事録を概要版で出すん じゃ な く

て 、 き ち ん と した議事録に していただいて 、 必要が あ る な ら原因分析報告書 と 同 じ よ

う にマ ス キ ングを して公開 を して ほ しい。

○池 ノ 上委員長 その部分に 関する議事録ですか。
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○勝村委員 議事録は、 概要版ではな く て き ち ん と 議事録を していただいて 、 ただ 、

やは り 非公開 に してい る のだか ら 、 何 ら かのプラ イ バシー と かの問題が あ る と い う こ

と で した ら 、 その部分はマス キ ングを していただ く と 。 そ う い う 形でやっ ていただけ

る のな ら ば、 僕はいいですけれ ど も 。 非公開の上、 概要 しか出 さ ない と い う こ と だ と

他の人か ら は何をやっ てい る かわか ら な く な っ て しま う と 思 う ので 、 僕はそれはち ょ

っ と 参加 しかねる よ う な気持ち にな り ます。

○池 ノ 上委員長 わか り ま した 。 他には今の ご意見に対 して何かご ざいますか。

○小林委員 先ほ ど 、 隈本委員が提案 した よ う をこ 、 要約版での議論を して 、 それで例

えば事例の何番の人の ど う して も なかを見てい き たい と 。 そ の場合はマス キ ング も で

き ればないほ う がいい。 例え ば年齢 と か性別がわか り ま すので。 あ る いはそ の曜 日 も

休 日 か平 日 か と い う のがそれでわか り ますので。 今ま での議論で、 今 日 、 必ず し も 特

に 目 的 も な く 報告書の全文を見る意味は少ない と 思います し 、 やは り 非公開 にする な

ら 明確な 目 的を も っ て した ほ う がいい と 思いますので、 次回以降、 要約版の議論を深

化 させて 、 特に何番 目 について見る必要が あ る と い う こ と であれば、 委員長判断でそ

の時点で非公開にする と い う ほ う がいいかな と 思いますが。

○池 ノ 上委員長 勝村委員 、 いかがですか。 今の要約版で議論を と い う の は。

○勝村委員 僕は これをそ のま ま でいい と い う 意見ですけれ ど も 、 そ う していただい

てま と めて 、 ま と ま る のな ら 。

ただ、 その場合で も 、 非公開 の議論の と こ ろ に関 しては 、 やっ ぱ り 議事録は議事録

と して 出 して 、 議事録のなかで必要な部分はマス キ ングする と い う 形で非公開でやっ

て も ら う と い う こ と でお願い したいのです。

○池 ノ 上委員長 今までの議事録の取扱いは ど う なっ ていますか。

○上田理事 今ま では公開で行いま して 、 議事録全て公開 してお り ま す。

○岩下委員 こ の前 も 1 回議事録が あ り ま したです まね。 あれがそのま ま載っ たんで

すか。 各委員に回 して修正。 僕の と こ ろ に も 回っ て き ま した けれ ど も 。 あれはかな り

逐一の発言が書いて あ り ま すが 、 あれは 、 だか ら 、 ほぼこ こ でデ ィ ス カ ッ シ ョ ン した

内容が。

○上 田理事 全てです。

○岩下委員 あれを公開する んだっ た ら 、 今 、 公開 ･ 非公開ではな しに 、 リ アルタ イ

ム に第三者が聞いていな き や い けないのか、 議事録が勝村委員が言 う よ う にそ のま ま
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出 る のだっ た ら 、 それも公開だ し 、 む し ろ ｢ え- と J だ と か何 と か と い う 言葉は抜け

て 、 読んでい る方がすっ き り す る も のだ と 思 う んですね。 だか ら 、 そ う い う 意味では 、

こ こ に実際に誰か第三者がいる のではな く て 、 非公開 に して も そ の議事録を き っ ち り

と 出せば、 同 じ意味 じゃ ないか と 思います。

○石渡委員長代理 私 も そ う 思います。

○ 田村委員 私は小林委員の意見 と 全 く 同感です。

○池 ノ 上委員長 要約版でまずは と い う こ と ですね。 事務局は ど う ですか。 その点に

関 して は 、 要約版。 今 日 、 せっ か く 準備 していただいた けれ ど も 。

○上 田理事 要約版で議論する のが 1 つの提案です。

も う 一方、 私 ど も 、 前回の ご指摘が あ り ま したか ら 、 報告書を用意 して 、 それを も

と にテーマ に沿っ た分析を行 う と い う 案を準備 してお り ます。 ですか ら 、 今後 のス ケ

ジュールを考えます と 、 今 朝ま非公開で行っ ていただいて 、 そ して次回公開で要約版

を基に議論する と い う こ と でいかがで し ょ う か。 い ろ いろ なや り 方が あ る と 思います

が 、 試行的にい ろい ろ行 う 中で 、 今後の進め方を決めていただき たい と 思います。 事

務局 と しては 、 報告書を基にでき る だけ深い分析を行 う ほ う が 、 再発防止 についての

共通点な どを見出せる のではないか と 思います。 報告書を基に作成 した資料を用意 し

てお り ますので、 ぜひ先生方にそれを見ていただいて 、 そ こ で議論 していただき たい

と 思います。 わ ざわ ざこ んな こ と を しな く て も 要約版で 、 む し ろ公開で行 う 方がいい

と い う のであれば、 それは 1 つの提案であ り ま す。

ただ 、 報告書に基づいた資料を用意 していた も のですか ら 。 今回はやめて も構いま

せんが 、 ス ケ ジュ ール的に厳 しい状況ですので、 1 つの提案 と して議論 していただい

て と 思います。

○池 ノ 上委員長 勝村委員が さ っ き おっ しゃ っ た よ う に 、 も し こ の後 、 非公開で議論

した場合、 議事録 と してそれを ち ゃ ん と 載せる と い う こ と はでき る わ けですか。 今ま

での。

○上 田理事 私 ど も と して は 、 非公開で行っ た場合には透明性を高め る た めに議事要

旨 と い う こ と を提案 してお り ます。

ただ、 議事要 旨ではだめだ と おっ しゃ っ ていますが 、 議事録の場合にはマス キ ング

する こ と は当然 して も よ ろ しいですか。

○勝村委員 も ち ろ んです。 はい。 個人情報にかかわ る こ と ですか ら 。
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○池ノ 上委員長 ですか ら 、 今後の こ の再発防止委員会の議論の進め方 と しま して 、

原文を扱 う のか、 あ る いは要約版だけでオープンでやる のか。 原文で非公開でやる の

か、 要約版で公開でやる のか、 と い う と こ ろ の議論を これか ら していただ く と 。 それ

の議論については、 議事録 と してそれをオープンに後で出 していただ く と い う こ と は

事務局の考え と して はいかがですか。

○上 田理事 まず、 先生方がそれでいい と い う こ と であれば、 はい。

○池 ノ 上委員長 先生方は大体そ う い う と こ ろ に落ちついてお られる よ う に私に は

今の と こ ろ思え る のですが。

ただ、 準備 さ れた事務局の これま での考え方が少 しそ こ で変わ る わけですけれ ど も 。

○川端委員 私、 前回 、 事務局か ら提案 された項 目 別にま と め る と い う こ と が一番基

本にあ っ た と 思 う んです。 それに非常に期待 してお り ま して 、 ですか ら 、 こ こ で皆 さ

んでディ ス カ ッ シ ョ ンする のは要約版でいい と しま して も 、 そ の項 目 に よ る 統計処理

と い う のはやっ ぱ り 原本に戻 ら ない と でき ないだろ う と 思います。

それか ら 、 脳性麻痺の患者 さ んは ど う してでき たか、 ど う してそ う な っ たか と い う

こ と を分析 してい く う えで 、 非常に重要な因子 と して環境が あ る と思います。 病院な

り 医院な り が立っ ている そ の地域的な環境ですね。 周 り に支援する大き な病院な り 小

児科医が ち ゃん と い る かいないか と か 、 そ う い う こ と ま で当然分析 しな ければな ら な

い項 目 に入っ て き ます。 そ う する と 、 非常に個人情報に近い と こ ろ を調査 ･ 分析 しな

ければな り ません。 それでない と 、 そ こ を検討 して はいけない と い う よ う な分析では

だめだ と 思います。

と い う こ と で 、 先ほ どか ら 事例 を分析する と い う 観点か らデ ィ ス カ ッ シ ョ ンが進ん

でいますけれ ど も 、 私は統計処理をする項 目 を ど う い う も の に して 、 それを私た ち は

見せて も ら っ て考え る と い う ほ う が 、 目 的を効率的に早 く 達せ られる と い う 気が しま

す。 以上です。

○隈本委員 僕 も全 く 同 じ意見です。 ですか ら 、 それは別に個別の報告書が束に な っ

ていな く て も 、 例 え ば分娩搬送距離で全部統計を出 して も ら う 。 それ こ そ事務局にお

願い したいのですが 、 母体搬送の距離、 それか ら 一番近い小児科医ま での距離、 そ う

い う こ と は実は報告書に も載っ ていないんですけれ ど も ね。 そ こ ま で も し必要な ら ど

ん どん調査 した り して 、 再発防止のた めの何か提言をする のがいい と 思います。 で も 、

それは統計の数字で出て く ればいいので、 報告書その も のが 出て こ な く て も こ こ で議
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論でき ます。

○池 ノ 上委員長 今 、 川端委員 と 隈本委員には大変重要な こ と をおっ しゃ っ ていただ

いたので、 やは り 事例の全体像が し っ か り 原因分析委員会か ら 出て き ます。 こ こ には

た く さ ん出て く る わ けですね。 そ のなかで何が問題か と い う こ と がそれぞれ指摘 され

て く る 。 そ う する と 、 例え ば今おっ しゃ っ た よ う に 、 距離だ と か時間だ と か人員だ と

か 、 あ る いは今少 し見 えて き てい る のが新生児蘇生法の あ り 方だ と か、 あ る いは分娩

の管理のそ の も の の あ り 方 と か 、 そ う い っ た こ と が 出て く る わけですね。 ですか ら 、

それは今度は再発委員会でま と めてやる と 。 それで報告書で出す と 。 そ の 間 、 緊急性

の あ る も の はそ の都度その都度、 ポ ンポンポン と 出 していき ま し ょ う と い う のが大体

委員の皆 さ ん方のス タ ンス だ と 思 う んですね。

ですか ら 、 今 、 川端委員 、 隈本委員がおっ しゃ っ た よ う に 、 個 々 の事例で ど う い う

項 目 をま と めて も ら う か と い う こ と は 、 ま さ に こ の再発防止委員会の事務局のやっ て

いただ く 仕事だ と 思 う んです。 ですか ら 、 その作業をする と き に 、 例 えば個人情報 と

かそ う いっ た も のの特定でき そ う な状況が あ る かないか と い う こ と は 、 やは り そ の都

度テーマに沿っ て検討をせざる を得ないだろ う と い う ふ う に思っ てい る わ けです。

○勝村委員 ま と めていただいた こ と でいい と思 う んですけれ ど も 、 ただ 、 やっ ぱ り

こ の再発防止委員会が何をす る のが よ いのか と い う こ と の コ ンセ ンサス も 今か ら の

議論だ と 思 う ので、 今のお話が柱であ る こ と は僕 も 間違いない と 思 う んですけれ ど も 、

他に も何かでき る こ と も あ る かも しれない 、 緊急的にやるべき こ と があ る かも しれな

い 、 と い う 議論 も ま た あ っ て しかるべき か と 思 う んですけれ ど も 。

と にか く 今 日 は 、 こ の議論の進め方の話を ま と め な き や いけない と い う こ と で 、 僕

は先ほ ど小林委員が言っ ていただいて 、 田村委員 も 同 じ意見だ と おっ しゃ っ ていただ

いた形で、 やは り い ろい ろ皆 さ んの ご意見をお伺い していいのかな と 、 ち ょ っ と 思い

ま した。 つ ま り 、 要約版を基本に して議論を して 、 必要だ と い う こ と であれば委員長

の判断でその間は非公開にする けれ ど も 、 岩下委員 もおっ しゃ っ ていただいたのか と

思いますけれ ど も 、 一応議事録の形に 、 概要版 と いっ て こ こ で例えば今 日 も 最初のほ

う に丸が幾つで、 前回は こ んな議論で した と ま と ま っ ていますけれ ど も 、 そ う い う 形

ではな く て 、 いつ も の議事録に近い形であ っ て 、 いつ も の議事録 と い う のは これま で

の議事録に近い形に して 、 だけ どやは り 非公開 に してい る だけ あ っ て 、 プラ イ バシー

に 関係があ っ た ら マ ス キ ン グ して 、 それはそれでやは り 議論の公開 と い う の を担保す
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る んだ と い う こ と であ る な ら ば、 僕はそ の形で進めていただいていいのかな と い う ふ

効こ思います。

○池 ノ 上委員長 そ の辺は大丈夫ですか。 電子媒体に議事録をでき る んですねd 必要

な と こ ろ をマス キ ン グ した 、 こ の間 の こ と を と い う こ と ですね。

○勝村委員 いや、 こ の間の議事録は 、 やっ ぱ り 僕 ら の会議は税金 も入っ て議論 して

い る んですか ら 、 こ れ こ そ情報公開法の趣 旨で完全に公開 されてい る べき で、 ただ 、

お っ しゃ る よ 捌こ 、 ｢ え - と ｣ と か ｢ あ- ｣ と かい う の は 、 も ち ろ ん 自 分た ちで校正

していいわけですけれ ど も 、 誰が ど う い う 発言を して ど う い う 展開で と い う のは 、 や

っ ぱ り 公開 されてい るべき で 、 その非公開 の部分 も その形は保っ ていただいて。 ただ、

非公開 に した理由 は 、 プ ラ イ バシーが守れない可能性があ る か ら と い う こ と で 、 だか

ら 、 そ の部分はマス キ ング していただ く と 。 そ う い う 形でお願いできれば と 思います。

○池 ノ 上委員長 他の委員の先生方、 今ので よ ろ しいですか。 事務局 も それで よ ろ し

いですね。 では 、 そ う い う こ と で 、 今回は 、 こ の先は今の原文を基に して議論をいた

だ く と い う こ と はス キ ッ プする と い う よ う な こ と で よ ろ しいですか。 ス キ ッ プ と は 、

こ こ では行わない。 今 日 は行わない。 要約版はないのですか。 今か ら 要約版だけでで

き ますか。 今は準備はで き ないですか。 ですか ら 、 原文を準備 して あ る ので し ょ う 。

○上 田理事 私 ど も と して は 、 ぜひ原文で議論 して も ら いたいんですが。 ですか ら 、

議論 した部分は先ほ ど ご指摘の よ う に議事録に載せ、 必要な と こ ろ はマス キ ング しま

す。

○池 ノ 上委員長 わか り ま した 。 では 、 今 日 は こ こ か ら先を非公開 に さ せていただい

て 、 原文で議論 していただいて 、 そ の部分は議事録をオープンにする と い う こ と で。

○上田理事 その際は、 マス キ ングする部分が あ り ますけれ ど も 。

○池 ノ 上委員長 はい。 よ ろ しいですか。

○勝村委員 その代わ り 、 次回以降は、 今 、 池 ノ 上委員長がま と めていただいた よ う

に してい く と い う こ と を決めた と い う こ と でいいんですね。

0池 ノ 上委員長 はい。 それで よ ろ しいですね。 はい。 では 、 あ り が と う ご ざいます。

では 、 そ う い う こ と で。

ど なたかま だ発言ございますか。

○小林委員 見 る と い う こ と の作業をする の はいい と 思 う んですが 、 特に議論するテ

ーマが現時点で決ま っ ていないので 、 確認する と い う こ と で よ ろ しいですね。
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○上 田理事 前回は数量的 ･ 疫学的分析について議論 していただき ま した。 今 日 はテ

ーマ に沿っ た分析です。 前段にテーマ に沿っ た分析について の基本的な考え方 と 必要

な視点に関 して記載 していますが 、 実際の報告書に基づいて行 う テーマ に沿っ た分析

について の資料を事務局 と して用意 してお り ます。 ですか ら 、 共通的に 、 テーマに沿

っ た分析についての議論を していただき たい と思います。 一般論ではな く 、 実際の報

告書に基づいて議論 していただいたほ う が 、 こ のテーマ に沿っ た分析について具体的

に議論ができ る と 思っ てお り ま す。

○池 ノ 上委員長 では、 そ の準備を していただいた事務局の も の を こ れか らやる と い

う こ と で 、 こ こ か ら いっ たん非公開 に さ せていただ く と い う こ と で進めたい と 思いま

す。 よ ろ しいで し ょ う か。

○鮎澤委員 せっ か く 次に進 も う と してい る と こ ろ に 申 し訳ないのですけれ ど も 、 今 、

進め方 と して要約版で も いけ る ん じゃ ないか と 。 ただ、 ご準備いただいたか ら原文を

見 よ う と い う なかで、 それは何のた め に見 る のか と い う ご意見が小林委員か ら あ っ た

の だ と 思います。

テーマ に沿っ た分析についての議論を準備 してい る ので、 と い う こ と であれば、 そ

のテーマ に沿っ た分析 と い う も の を こ れか ら こ こ が ど う やっ て い く のか と い う と こ

ろ は公開 の席で議論 していい こ と なん じゃ ないで し ょ う か。 ど う や っ てい く のか と い

う 議論の う えで次に進んでい く の でな ければ時間 も も っ たい ない よ う な気が します

が。

○隈本委員 1 つ 、 僕の想像ですけれ ど も 、 要する に 、 テーマ に沿っ た分析のた め の

材料が原因分析報告書の原文の う ち のそ のテーマ に沿っ た部分を抜き 書き してい る

ので 、 こ れは要約版 と 大体趣旨は同 じに して も 、 て に を はが違 う ので 、 こ の報告書が

表に出て しま う こ と にな る こ と が ご心配なのではないか と 思 う のですが 、 違 う んで し

ょ う か。 も しそれだ と した ら 、 あれか ら個人情報が特定 される こ と は 、 例えば抜き 書

き した十数行で個人情報が特定 さ れる こ と はまずない と 。 その蓋然性がほ と ん どない

ので 、 例 えばそ こ にテーマにかかわ る十数行が抜き 出 さ れた報告書が仮に要約版 と 若

干食い違いが あ っ た に して も 、 あんま り 実質上の不利益はないのではないで し ょ う か。

私の想像が 当 た っ ていな ければあれですけれ ど も 。

つ ま り 、 本当 の報告書を見せたい と い う のでれば、 我々 が事前にいただいた も の の

マス キ ン グ版のマス ク がないだけの も のです ま ね。 それは想像すればわか り ます。 だ
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か ら 、 別にあ えて今配っ ていただかな く て も いいですよね。

恐 ら く 、 こ れか ら先のテーマ に沿っ た分析の例 と して 出 さ れる も のが 、 その原因分

析報告書の原文の ま ま コ ピー &ペース ト さ れてい る か ら あれなんで し ょ う けれ ど も 、

それ 自 身で何か具体的に特定に至る よ う な こ と はない と 思 う ので 、 こ のま ま本当 は議

論 して も いいん じゃ ないか と 思 う のですが 、 ど う して も 非公開 に と い う こ と であれば、

私は し ょ う が ない と 思いますけれ ど も 。

○池 ノ 上委員長 今 日 の と こ ろ は と い う と こ ろ で 、 次回以降、 ま た今 日 の議論を踏ま

えて議論 して 、 ど う い う こ と を議論する のか と い う こ と は 、 事務局か ら その と き に提

案を していただ く と い う 形で進めたい と 思いますが 、 よ ろ しいで し ょ う か。 はい。 あ

り が と う ご ざいます。 では 、 その よ う に させていただき ます。

3 ) ｢テーマ に沿っ た分析｣ について

○池ノ 上委員長 では、 テーマ に沿っ た分析を これか ら行いますけれ ど も 、 ど の よ う

に行 う か と い う こ と について の ご説明ですね。 そ こ ま では、 では公開で事務局か ら ご

説明いただき たい と 思います。 お願いいた します。

○事務局 (森脇) それでは 、 本体資料 4 ページを ご覧 く だ さ い。 3 ) ｢テーマ に沿っ

た分析｣ についてで ご ざいます。

の 基本的な考え方。 1 つ 目 の丸です。 事例の集積に よ り 、 特化 して深 く 分析が必

要な も の については 、 テーマ を選定 し 、 原因分析報告書等に基づいて分析をいた しま

す。

2 つ 目 の丸です。 テーマの選定については、 脳性麻痺発症の原因に着 目 したテーマ

だけでな く 、 産科医療の質の 向上に着 目 したテーマ も取 り 上げていき ます。

続き ま して 、 ( 2) です。 必要な視点。 こ れはテーマを取 り 上げる 際に必要な視点で

ご ざいます。

ア , 集積 さ れた事例を通 して分析を行 う 視点。

1 つ 目 の丸です。 個々 の事例について 医学的な観点か ら原因分析 された原因分析報

告書では明 ら かに な ら なかっ た知見が 、 集積 された事例を通 して ｢テーマ に沿っ た分

析｣ を行 う こ と に よ り 見出 さ れる こ と 。

2 つ 目 の丸です。 同 じ よ う な事例の再発防止を図 る た め には 、 診療行為に 関する こ

と 、 情報伝達や情報収集等の診療行為以外に関する こ と 、 診療体制に関する こ と な ど 、
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さ ま ざま な角度か ら 、 複数の事例を通 して共通的な因子を 明 ら かにする こ と 。

3 つ 目 の丸です。 あ る 分娩機関で発生 した事例が どの分娩機関 において も 起 こ る 可

能性があれば、 多 く の分娩機関 に対 して 同 じ よ う な事例の再発防止の視点で情報提供

する こ と 。

イ . 実施可能な 内容にする た め の視点でご ざいます。

1 つ 目 の丸です。 再発防止を図 る た め には 、 努力すれば手の届 く こ と 、 多 く の産科

医療関係者や関係団体が理解 し、 実現可能な こ と な どを提言 し 、 全ての産科医療関係

者が再発防止に着実に取 り 組め る よ う ろ こす る こ と 。

2 つ 目 の丸です。 産科医療の現状を踏ま え 、 多 く の分娩機関において実施でき る 内

容であ る こ と 。

ウ . 多 く の産科医療関係者が再発防止に関心を持っ て取 り 組む視点でご ざいます。

1 つ 目 の丸です。 本制度は 、 責任追及を 目 的 と する のではな く 、 同 じ よ う な事例の

再発防止を図 る こ と を 目 的 と してお り ます 、 したが っ て 、 多 く の産科医療関係者が提

供 された情報に関心を持ち 、 積極的に活用 して再発防止に取 り 組む こ と が重要であ る

と 考えます。 ｢ 明 日 、 自 分た ち の分娩機関に も起 こ り 得る か も しれない｣ と 多 く の産

科医療関係者が認識でき る テーマ を取 り 上げてい く こ と を考えてお り ます。

続 き ま して 、 5 ページに移 り ます。

エです。 妊産婦や病院運営者、 産科医療関係者以外に も活用 される た め の視点。

1 つ 目 の丸です。 再発防止の取 り 組みは産科医医療従事者だけでな く 、 妊産婦や病

院運営者等 も 関心を持ち 、 共 々こ取 り 組む こ と が重要であ る と 考え ます。 したが っ て 、

妊産婦に も認識 して ほ しい情報な ど 、 産科医療関係者以外に も活用 される テーマ を選

定する必要があ る と 考えます。

以下に 、 参考 と いた しま して 、 再発防止に関する分析の流れ と して図 をお示 しいた

してお り ます。 以上です。

○池 ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ご ざいま した 。 今 、 テーマ に沿っ た分析について

お話いただき ま した。 以上の よ う な こ と か ら 、 次に実例を 出 して議論いただ く と い う

こ と に したい と思います。 特に ご発言ございませんで し ょ う か。 よ ろ しければ、 では 、

実例に移 り たい と思いますので、 では 、 事務局 、 お願いいた します。

○事務局 事務局で ございます。 それでは 、 こ れ よ り 先は非公開 と さ せていただき た

い と 思いますので、 傍聴席の皆様はご退席 く だ さ います よ う よ ろ し く お願いいた しま
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ず。

-- 以下 非公開会議 --

○事務局 事務局でご ざいます。 ただいま お配 り し ま した フ ァ イ ルについて ご説明い

た します。

こ の フ ァ イ ルには 、 先 日 送付いた しま した原因分析報告書のマス キ ング していない

も の を と じてお り ます。

ま た 、 そ の他の資料 と しま して 、 原因分析報告書作成マニ ュ アル、 産科医療補償制

度の原因分析再発防止に係 る診療録 ･ 助産録等の記載事項に関する報告書、 診療体制

に関する情報、 原因分析の解説、 産科医療補償制度再発防止委員会規則を と じて ご ざ

います。 こ の フ ァ イ ルは持ち 出 し禁止 と いた しますが 、 各委員専用の フ ァ イ ルでご ざ

いますので、 書き 込み等は ご 自 由 にお使い く だ さ い。

ま た 、 そ の他に も 追加で ま で配付 してお り ま すの で 、 ご確認 く だ さ い。

ま た 、 圏圏と して再発防止分析対象事例の現況 (暫定版) を配付 してお り ますが ･
こ ち ら は前回の委員会でぉ示 し しま した再発防止分析対象事例の現況に 圃圏の分
析結果を入れた も ので ご ざいます。 本 田ま参考 と して配付 してお り ま すので、 委員会

終了後に回収 させていただき ます。

ま た 、 次回の委員会ま でには 、 今年公表 される事例の件数が確定いた しますので、

そ の際に改めて提示 させていただき たい と思います。

それでは池ノ 上委員長 、 よ ろ し く お願いいた しま す。

4 ) ｢テーマ に沿っ た分析｣ の実例

○池ノ 上委員長 それでは 、 ｢テーマ に沿っ た分析｣ の実例について 、 引 き 続き 事務

局か ら説明 をお願いいた します。

○事務局 (森脇) 資料一覧の次をお め く り く だ さ い。

4) ｢テ ーマ に沿っ た分析｣ の実例でご ざいます。

1 つ 目 の丸です。 分析対象事例の う ち 、 先ほ ど ご説明いた しま した必要な視点に従

っ て考え られる テーマ案 と して 、 下記の 4 つ を挙げてお り ます。

①新生児蘇生についての解析 (皿)
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②ォキシ ト シン薄々こ関連 した事例 (囲)
⑧胎児心拍数モニ タ リ ング をこっぃての分析 (鬮)
④分娩機関外で墜落分娩が発生 し脳性麻痺になっ た事例 (皿)
2 つ 目 の丸ですo ①~◎こっぃは 事例 鬮薑の ぅ ち こ れ ら に関する件数が多し 、

た めテーマ と して取 り 上げま した 。 ④につ き ま して は 、 事例が圏であっ て も分析可
能な内容の 1 例 と して取 り 上げてぉ り ます。 資料には分析対象事例圏の原因分析
報告書に あ る脳性麻痺の原因 、 医学的評価、 今後の産科医療の質の 向上のた め に検討

すべき事項を取 り ま と めた も の を ご提示いた してお り ます。

3 つ 目 の丸です。 上記 4 つのテーマの う ち 、 ①②につき ま しては、 テーマ分析 (案)

をお示 しいた します。 他の 2 つのテーマ につ き ま して は 、 次回 ご提示する予定でご ざ

います。

それでは 、 1 つ 目 の丸。 新生児蘇生についての解析は澤 田客員研究員 よ り ご説明 さ

せていただき ます。

○澤田客員研究員 では、 を ご参照 く だ さ い。 新生児蘇生について課題が

ぁ る と さ れた鬮鬮を列挙 してぁ り ま す。 原因分析報告書こ記載 されてい る脳性麻痺
発症の原因 、 医学的評価、 今後 の産科医療向上のた め に検討すべき事項のなかか ら新

生児蘇生に関連 した部分を抜粋 し 、 取 り ま と めた も ので ご ざいます。

次に を ご参照 く だ さ い。 新生児蘇生について の解析の事務局案を提示 さ

せていただいてお り ます。 構成について説明 していき ます。

圏駒況です。 ま ず、 は じ め に 圏鬮の新生児を誰が蘇生 したのかが記載 されて
ぉ り ます。 小児科医が圏鬮、 産科隣国圏、 助産師が鬮圏、 救急隊員が鬮圏
の蘇生に 当 た っ てお り ま した。 そのなかで再発防止に関 して課題があ る と 評価 された

も のが鬮鬮ぁ り ま した。 出生後 も低酸素状態が持続 したた めその状態が さ ら に悪化
した と 考え られた事例が鬮、 新生児蘇生の方法が脳性麻痺の主た る原因ではないが
脳性麻痺の症状を助長 した可能性があ る と 考え られた事例が鬮、 被膜児の状態が続
き脳の低酸素状態を 引 き 起 こ した と 考ぇ られる事例が鬮馴ぁ り ま した 。
鬮薑事例の概要です。 鬮鬮鬮について新生児蘇生に焦点を 当 てて事例の概要を

記載 してお り ま す。 事例に対する 医学的評価 と 今後の産科医療向上のために検討すべ

き事項 も各事例ご と に記載 してあ り ます。

鬮團事例か ら の教訓iです。 圏と して医学的評価、 鬮と して今後の産科医療向上の
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た め に検討すべき事項が列挙 されてお り ま す。 前項で も各事例 ご と に記載 されてお り

ますが 、 それを整理 し 、 ま と めた も ので ご ざいます。

次ページ、 鬮團新生児蘇生法についての説明 を してお り ま す。 まずは じめに全新
生児の 1 %が本格的な蘇生手段を必要 と する こ と 。 日 本での蘇生法のガイ ド ラ イ ンが

200 5 年に作成 されてい る こ と を述べてお り ます。

続いて 、 日 本周産期 ･ 新生児医学会が推奨 してい る蘇生法のアルゴ リ ズム を示 して

お り ま す。 文章 と しては 、 3 段落 目 に な り ますが 、 出生後 に 、 まず、 児の状態を適切

に評価する必要があ る こ と 。 実際には 4 項 目 。 羊水混濁の有無 、 成熟児であ る か、 呼

吸 ･ 啼泣が良好か、 筋緊張が良好か、 を まず評価する と い う こ と が書かれてお り ます。

そ して 、 こ の アルゴ リ ズム を分娩機関内で共有する こ と が新生児蘇生の成功率を向上

させる た めに重要であ る と い う こ と が書かれてお り ます。

次ページに移 り ま す。 主な新生児蘇生に関する テ キス ト と 、 新生児蘇生法講習会に

ついて記載 さ れてお り ます。 講習会について は 、 20 1 0 年 9 月 現在の修了認定者数も記

載 さ れてお り ます。

圏囲新生児蘇生に関するが国の現況です。 ハイ リ ス ク 分娩が予知 された場合ま小
児科医が立ち会 う シス テ ムが確立 しつつあ り ますが 、 全てのハイ リ ス ク 児の 出生予知

は不可能であ り 、 ま た 、 分娩の半数が診療所、 1 %が助産所で取 り 扱われてい る現状

なので、 分娩を取 り 扱 う 全て の 医療機関の従事者が新生児蘇生に習熟する こ と が求め

ら れる と い う こ と が記載 さ れてお り ま す。

圏彊新生児蘇生に関する米国の現況です。 ァ メ リ ヵ のガイ ド ラ イ ンで推奨 されてぃ
る こ と が記載 して あ り ま す。 そ の内容 と して は 、 ｢全て の分娩に新生児の蘇生を 開始

する こ と の で き る 要員が少な く と も 1 人専任で立ち会 う べき であ る ｣ 、 さ ら に ｢全て

の蘇生の技術を備え てい る も のが 、 いつで も 手助 けで き る よ う に し てお く べき であ

る ｣ と い う こ と が書かれてお り ま す。

圏翻ま と めです。 内容は記載 してお り ませんが 、 論点 と して考ぇ られる こ と を挙げ
てお り ま す。 圏蘇生に必要な器具等の整備及びその使用法の周知。 鬮分娩に立ち会
う 産科医療関係者が身につ けてお く べき蘇生法に関 して の知識 技術の習得。 鬮新
生児蘇生法のァルゴ リ ズム の周知。 鬮新生児蘇生法講習会の受講。 皿高度な新生児
蘇生が実施でき る 医師 と の連携。 こ の委員会 と して何を論点にま と め る か 、 他に論点

と して重要な こ と が あ る かな どを議論 していただければ と 思っ てお り ます。 以上です。
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○上 田理事 これか ら非公開で議論 していただき ます。 今 、 説明 しま した よ う “こ 、 こ

の よ う な形での 1 つの提案で あ り ますが 、 先ほ どの議論の関係で補足説明 します と 、

ですが 、 報告書のなかの脳性麻痺発症の原因 と 医学的評価 と 今後の産科医

療向上のた め に検討すべき 事項、 について を整理 してお り ます。

まず 、 今後の産科医療向上のた め に検討すべき 事項については 、 要約版で も オ リ ジ

ナルの報告書 と 全 く 同 じです。

しか しなが ら 、 要約版は 、 例えば発症の原因 と 医学的評価については、 それぞれの

ま と めの部分が概ね書かれてお り ます。

先ほ どオ リ ジナルの報告書を見ていただき たい と 申 し上げま した の は 、 例えば発症

の原因でぁ り ますが 、 最初の皿囲では 、 要約版ではま と めだけの簡単な記述ですけ
れ ど も 、 オ リ ジナルの報告書に基づき全て書き ます と 記述が多 く な り ますので、 今回

はテーマ に 関連 した部分を抜き 出 して記述 してお り ます。 そ の なかで特に検討する必

要が あ る 、 あ る いは課題だ と 思われる記述について は 、 赤字で記述 してお り ます。 で

すか ら 、 こ れを全体で見なが ら発症の原因や再発防止について何が大切かを議論 して

いただいて 、 最後の ま と め については どんな観点でま と め る か と い う こ と を審議 して

いただき たい。

こ の概要 (一覧) では 、 字 も 小 さ いですので、 オ リ ジナルの報告書を見ていただ く

こ と も あ る と 思います。 全体を議論する に ぁた っ て圏圈の事例の概要を整理 しま した。
私が 申 し上げたかっ た のは、 要約版だけです と発症の原因 と 医学的評価はま と めの記

載 しか されていませんので、 そ の辺の議論が十分に されない恐れが あ り ます。 ですか

ら 、 やっ ぱ り オ リ ジナルの報告書で何が課題かを議論 してい く 必要が あ る のではない

か と 考えていますので、 ぜひ見ていただき たい と 申 し上げま した。

○池 ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ご ざいます。

最初、 こ の新生児蘇生が原因分析委員会で取 り 上げ られて事例についてま と めてい

ただいた と い う こ と で 、 今の よ う な 出 し方を澤田先生にやっ ていただき ま したが 、 そ

う い う 出 し方で、 こ の再発防止委員会の委員の先生方に議論を していただ く と い う こ

と で 、 こ う い う や り 方でいかがで し ょ う か と い う 、 そ う い う 意味 も含めて 、 それか ら

先ほ ど議論いただいた公開 ･ 非公開 の部分 も含めて少 し ご議論いただき たい と 思いま

す。 ご発言が あ り ま した ら お願い致 します。

○板橋委員 テーマの選び方を ど う い う プ ロ セ ス で選ぶかが ど う も はっ き り 僕に は
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理解でき な く て 、 原因分析で主に新生児の蘇生の こ と が ち ょ っ と 挙が っ てい る か ら 、

じ ゃ あ今回は と い う 今回のテーマ の選び方だっ た よ う な気がする のですけれ ど も 、 本

来は 、 あ る程度要約版を我々 が見て 、 こ う い う データ が必要 と か と い う と こ ろ か ら始

ま る のではないか と 思 う んですね。 何か与 え ら れた も の を こ こ で議論する と い う ので

あれば、 こ こ での再発防止委員会の役割っ て 、 何かあま り 機能 しないん じゃ ないかな

と ち ょ っ と 思 う のですが 、 いかがで し ょ う か。

O池 ノ 上委員長 それはおっ しゃ る と お り で 、 ま だ 皿圏ですので、 こ れが も っ と 膨
大な量に な り ま した ら 、 しか る べきバ ラ ンス を取っ て重要度を き ちん と 医学的に見な

が ら 、 これを まずや るべき だ と い う こ と がだんだん出て く る と思います。 今回は 、 ど

ち ら か と い う と 、 皿馴の なかで比較的関与 してい る部分が多い ･ その頻度の多い も の
を取 り 上げていただいた と い う こ と で 、 これは事務局のほ う の先生方の ご意見で今は

動いてい る と い う こ と に な る と 思います。

も ち ろん 、 先生お っ しゃ る と お り 、 こ れか ら 多数例が集ま っ て き た ら 、 それを き ち

っ と 医学的な発生頻度、 重症度 、 重要性 と い う こ と を根拠に して比較 してい く 必要が

あ る だろ う と 思っ てお り ます。

○隈本委員 非常に よ く ま と めていただいて あ り が と う ご ざいます。 板橋委員がおっ

し ゃ る よ う に 、 こ の再発防止委員会は再発防止のた め の専門家がそ ろ っ てい る わ けで

すか ら 、 私の期待 と しては 、 こ の専門家の 目 か ら 報告書を見て 、 こ こ を ま と めてみて

ほ しいな と思いついていただいて 、 それを事務局に伝え 、 そ して事務局はそれに従っ

て こ う い う 一覧表を作 り 、 そ こ か ら こ の集ま っ ての議論ができ る と い う 、 そ う い う 体

制 をぜひ作っ ていただき たい と 思います。

だか ら 、 そ う い う 意味では、 以前か ら 、 も う すでに事務局 と して は対応 していただ

いていますけれ ど も 、 原因分析報告書のマス キ ング版は全て事前に各委員に送付する

と 。 大変お忙 しい と は思いますが 、 お暇な と き に読んでいただいて 、 そ のなかで これ

はやっ ぱ り 気にな る な と い う こ と については事前に事務局に通知 を し 、 そ して も ち ろ

ん池ノ 上委員長の ご判断で、 これを事例で取 り 上げてみ よ う か、 あ る いは取 り 上げて

みるか ど う かを こ こ で議論する 、 と い う プ ロ セス さ え守っ ていただければ、 全部 こ の

抜き 出 し作業なんかは事務局にやっ ていただいていい と 思 う んです よね。

と す る と 、 こ こ に報告書がな く た っ て 、 議論はでき る はずです。 だか ら 、 例えばこ

れにはかな り のい ろ い ろ な こ と が書いて あ り ますか ら 、 こ れはな く て も こ こ に書いて
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あ る 、 我々 の年齢か らす る と も う 少 し字が大 き いほ う が あ り がたいんですが 、 こ れが

あれば十分議論でき る ん じゃ ないですか。 これを見て分娩機関が特定でき る よ う な方

がい ら っ しゃ る と は思えないです。

○ 田村委員 蘇生 も絡んでい る と い う こ と で 、 こ の報告書を拝見 します と 、 一番右の

今後の産科医療向上のた め に検討すべき 事項の と こ ろ で非常に よ く ま と め ていただ

いてい る ので、 こ ち ら だけで基本的には議論が出来る と 思います。 個 々 の事例で、 こ

こ で 1 00%酸素をする のが遅かっ たか ら ど う と か議論をする と き には左側の欄が必要

に な り ますけれ ど も 、 右欄が しっ か り 要約 されて あれば、 基本的に蘇生法の講習会の

と き に酸素を使 う こ と については こ う 教えたほ う がいいのではないか と か 、 挿管につ

いてまでは助産師 さ んに教え る必要はないか と か と い う よ う な事は 、 結論を 出せる よ

う に思います。

ですか ら 、 こ の右側のま と めが非常に大事ですけれ ど も 、 そ こ は私が読む限 り よ く

ポイ ン ト を押 さ えて ま と めていただいてい る ので、 こ ち ら だけで十分に議論出来ます。

私はそれで十分だ と 思います。

○隈本委員 1 つ補足 を さ せていただき たいのですが 、 原因分析委員会に私 も 出席 し

てい る のでわかる んですけれ ど も 、 原因分析委員会では、 今後 の産科医療向上のた め

の検討すべき事項を書 く と き に 、 最初の こ ろ はち ょ っ と 不慣れだっ たせい も あ っ て 、

た だ ｢ こ う すべき だ｣ と い う ふ う に書いてあ っ た のです。 しか しそれではやは り なぜ

こ う すべき か と い う こ と が伝わ ら ない と い う こ と で 、 ｢本事例では こ う こ う こ う であ

っ た ので今後 こ う すべき だ｣ と い う 、 ｢ こ う こ う こ う であ っ た ので｣ を ち ゃ ん と 書き

込みま し ょ う と い う こ と で皆 さ ん合意を さ れています。 だか ら 、 そ う い う 意味では 、

今後の産科医療向上のた めの 、 の部分だけを見て も 、 あ る 程度なぜそれが推奨 さ れて

い る か と い う のがわかる よ う な書き方に報告書 も な っ てい る と 思います。

○池 ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ご ざいます。 ま さ に原因分析 され、 そ してま た再

発防止委員会で これか ら も う 少 し議論が 、 い ろい ろ な事例が重なっ て 、 例え ば新生児

蘇生に関する さ ま ざま な現状が浮き彫 り に さ れて ま い り ま す と 、 こ の新生児蘇生法講

習会を進めてい る 日 本周産期 ･ 新生児医学会の担当責任者が 田村委員でい ら っ しゃ い

ますので 、 ま さ に こ こ か ら それが フ ィ ー ドバ ッ ク と いいますか、 情報が伝わ る 。 そ う

する と 、 こ の産科医療補償制度を 目 指 してい る 、 担当する各機関 、 各団体等への情報

を提供する と い う のが非常にス ムーズに行 く と い う こ と にな り ます し 、 日 本での こ う
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い う こ と が どの よ う るこ起 こ っ てい る か と い う こ と が明 ら かに なっ て く る と 、 こ れは 田

村委員がい ろい ろ なま た 日 本バージ ョ ンを作っ ていかれ る 上で非常に重要な情報 と

して使っ ていただけ る のではないかな と 思います。

○石渡委員長代理 医療現場のほ う か ら 見ま して 、 今 、 分娩の約 50%は産科診療所、

あ る いは助産所で行われてい る わけですけれ ど も 、 やは り 生まれた と き の児の状態が

悪い と 、 ダ イシ に対応す る 、 も ち ろ んそ こ の 医師がやる こ と が多いわけですが 、 実際

に挿管ま で本当 に き ち ん と でき る か ど う か と い う こ と について は、 かな り 疑問な点が

ご ざいます。

そ の と き に 、 N I C Uの先生方が来る大体 1 0 分 と か 1 5 分 、 場合に よ っ ては 30 分

ぐ ら いかかる わけですけれ ど も 、 そ の 間の蘇生をいかにする か と い う こ と が大事で、

バ ッ グ&マス ク が基本的な と こ ろ に な ろ う か と 思 う んですけれ ど も 、 そ う い う 意味で

今の 日 本の現状が ど う な っ てい る か と い う よ う な こ と を把握する た め に は 、 こ の表は

非常に よ く ま と ま っ てい る と い う ふ う に思っ ています。

結局 、 底上げが非常に大事なのであ っ て 、 そ う い う 意味において 、 私は新生児蘇生

と い う も の を まず第 1 に取 り 上げた と い う の は非常に いい こ と ではないか と い う ふ

う に思っ ています し 、 実際 、 鬮蛔分析 したなかで新生児蘇生が う ま く いかなかっ たた
め に脳性麻痺を助長 していた と い う 、 そ う い う 事例ほかな り あ り ま したので、 こ のま

と め方 と い う の は非常に参考にな る と 思います。

○隈本委員 田村委員のほ う か ら 、 こ の検討すべき事項だけで も いいのではないか と

い う ご意見があ り ま したが 、 ただ、 原因分析の委員会を見てい る 限 り 、 も と も と が一

番左の ｢原因 ｣ は レ ト ロ スペク テ ィ ブで、 ｢ 医学的評価｣ はプロ スペク テ イ ブ、 つま

り その時点で何ができ たかで判断 し 、 そ して ｢今後の産科医療向上のた め に検討すべ

き事項｣ は 、 ま た レ ト ロ スペク テ ィ ブ、 つ ま り これを防 ぐ と した ら ど う で き たか と い

う こ と にな っ ています。 ですか ら どち ら か と い う と 、 一番右側の欄に理想が書いて あ

る んです よ ね。 今 、 産婦人科の現状でそれはでき ないかも しれないけれ ど も 、 やっ ぱ

り こ こ は言っ ておいたほ う がいいね と い う こ と が書いて あ る ので、 こ れだけだ と 、 も

しか した ら理想論を前提に と い う こ と になっ て しま う 恐れがあ る ので、 やっ ぱ り 左側

を見て 、 結果が判っ た上で原因 を分析 した ら こ う で した 、 そ の時点に も し医者がいた

と した ら ど う 判断すべき であ っ たか、 と い う のが真ん中 に書いてあ る と い う こ と です

ね、 こ の欄は今の 日 本の現状を意識 して書いて あ る ので 、 こ の真ん中 を見ない と 、 ち
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ょ っ と 産婦人科の皆 さ んには不利にな る かも しれないな と 思います。 要する に 、 ない

も のねだ り を して しま う 危険性が あ る のです。 ですか ら表の左側の部分 も一応見 られ

る よ う に して 、 だか ら 、 こ う い う のは ど う ですか。 裏表に して 、 原因 と何 と かがあ っ

て 、 検討すべき事項 と 。 本 当 はできればこ の大 き さ で裏表に していただき たい。 読め

る よ う に。 字を大き く 。

○ 田村委員 おっ しゃ る と お り で 、 一番右欄だけ よ り は個々 の事例について ど こ に蘇

生の問題点が あ っ たのか と か、 こ れは救急隊の人が問題なのか、 呼んだ時間が問題な

のか と い う よ う な こ と を考え る には 、 ま さ に左側の欄が大事な こ と にな り ます。

ただ、 先ほ ど議論に あ り ま した 、 それが ゆ えに これが公開で議論でき ない と かい う

よ う な こ と みこ な る のであれば、 右側欄だけで も十分議論でき る し 、 しか も 前向 き の提

言 も でき る と 申 し上げたのです。 も し も公開する と い う こ と の障害にな ら ないのであ

れば、 その範囲内で左側の欄の と こ ろ も入っ てい る こ と は 、 も ち ろ んいい こ と だ と 思

います。

○鮎澤委員 田村委員 と 基本的に 同 じ こ と を 申 し上げたい と思いま した 。

今回 、 こ の蘇生の こ と が最初にテーマ と して取 り 上げ られた の は 、 これか ら ど う い

う ふ う に こ こ の議論を進めてい く のか、 再発防止策を提言 してい く か、 と て も わか り

やすい事例に も な っ てい く と 思 う ので 、 ぜひ これを進めていっ ていただき たい と 思っ

ています。 それが 1 点 目 です。

それか ら 、 2 点 目 、 先ほ どの右側だけで も いいのではないのか と い う ご意見が あ り

ま した。 今回は比較的 これか ら ど う してい く べき か と い う こ と が議論 しやすい事案だ

と 思 う のですけれ ど も 、 こ れか ら い ろい ろ な議論が必要な も のが 出て く る と 思います。

やは り 左側について も情報をいただけた ほ う が あ り がたい と 思います。

最後 3 番 目 、 先生がおっ しゃ っ た最後 の こ と こ そ ま さ に個別に議論 していかな けれ

ばいけない こ と なのではないか と 思っ て伺 っ ていま した。

○勝村委員 ち ょ っ と 中身の こ と で質問なんですけれ ど も 、 こ の講習会ですよね。 今 、

どれほ どの人に ど う い う 対象に どれだけ広げよ う と 目 標を持っ てお られて 、 本来は ど

れ ぐ ら いの人が こ の講習 を受けてお く こ と が望ま しい と 思っ てお られて 、 かつ今 どん

な状況にな っ てい る のかが も し簡単に教えていただければ と 思います。

○ 田村委員 お産にかかわ る 可能性のあ る周産期医療関係者は 、 現在約 4 万人か ら 5

万人 ぐ ら いい る と 思います。

･ 42 ･



ただ し 、 その う ち の一部の方は、 看護師 さ ん と か助産師 さ んみたいに配置転換で交

代する 可能性が あ り ま す。 今ま でに こ の NCPR 講習会を受講 された方は約 2 万人いま

す。 それか ら 、 各都道府県に NCPR 講習会を 開催 した り 、 イ ンス ト ラ ク タ ー と して働

く こ と のでき る 資格を有する認定イ ンス ト ラ ク タ ーが約 1 , 3 00 人います。 イ ンス ト ラ

ク タ ー養成講習会サイ ト は 、 現時点では東京 と 大阪 しか常設会場がないので、 その あ

た り に多い と い う 地域格差はあ り ますけれ ど も 、 それで もすべて の都道府県に最低 1 0

人はイ ンス ト ラ ク タ ーがいますか ら 、 そ の方々 が協力 してやれば講習会は全国の都道

府県で月 に 1 回 ぐ ら い行 う こ と も でき る ぐ ら いの リ ソ ース はい る と い う 状況です。

○勝村委員 こ の は 、 こ の講習会を受 けていなかっ たん じゃ ないか と い う ふ

う に う かがわれてい る のかな と い う こ と と 、 それか ら 、 こ れはその 4 万人か ら 5 万人

の方に受 けて も ら う のが望ま しい と 思っ てお られて 、 いつ ごろその数字にな り そ う な

ので し ょ う か 、 それか ら 、 これは手挙げで、 も しそ の 医療機関 と かが希望 しな ければ

受けないま ま で終わっ て しま う も の なんで し ょ う か。

○ 田村委員 あ く ま で これは学会が認定事業 と してやっ てい る講習会ですので、 受講

する義務はあ り ません。

ただ 、 周産期医療関係者が安心 して仮死の赤ち ゃ んに立ち会え る よ う に と い う こ と

で 、 我々 は講習会普及事業を行っ ています。 今では 、 毎月 大体 1 , 0 0 0 人 ぐ ら いの方が

全国で講習会を受けていますか ら 、 こ のま ま でい く と あ と 3 年 ぐ ら いで全て の周藤期

医療関係者が 1 回は講習会を受 け る と い う こ と にな り ます。

ただ、 1 回講習会を受 けたか ら と いっ て 、 それでいつま で も そ の技能が維持でき る

と は限 り ません。 1 つは 、 5 年ご と に こ の講習会の も と にな る赤ち ゃんの蘇生法のガ

イ ド ラ イ ン と い う のが変わ り ます。 ILCOR と い う 国際蘇生法委員会が今年の 1 0 月 1 8

日 に 20 1 0 年度版の新 しい蘇生法に関す る基本的な考え方 ｢Con s e n s u s 2 0 1 0 ｣ と い う の

を 出 しま して 、 それを受 けて我々 が 、 1 0 月 1 9 日 に 日 本版の赤ち ゃんの蘇生法のガイ

ド ラ イ ン を 5 年ぶ り に改訂 した も の を 出 しています。 ですか ら 、 これか ら先は講習会

の内容が今ま で と は少 し変わっ て き ます。 5 年 ご と にそ の国際的な蘇生法に関する基

本的な考え方の見直 しが あ る も のですか ら 、 それに合わせてア ッ プデー ト 講習会で 、

前に受けた人 も も う 一遍再受講 して も ら う 必要があ り ま す。 それ と 、 小児科医は赤ち

ゃんの蘇生を し ょ っ ち ゅ う やっ てい る も のですか ら 、 1 回講習会で標準的なや り 方を

マ ス タ ーすれば、 あ 揉まイ可度で も それを応用する機会が あ り ますが 、 あ ま り 仮死の赤

･ 43 ･



ち ゃんが生まれない よ う な 、 比較的安全なお産を よ く やっ てい る施設の方は 、 やっ ぱ

り 何カ 月 かたっ と 講習会の内容を忘れて しま いますので、 一遍受 けていて も 、 で き れ

ばま た講習会を受けていただき たい と 思います。

学会事業 と し て講習会場に行かな く て も 自 分の施設のイ ン タ ーネ ッ ト で再履修で

き る よ う に e ラ ーニ ン グシステ ム を立 ち上げて ほ しい と い う 要望が多い も の ですか

ら 、 それ も今検討 してい る と こ ろ です。

○池 ノ 上委員長 こ の事例の蘇生に 当 た っ た方が講習会を受 け てお られる か ど う か

と い う よ う な情報は入っ ていますか。 わか ら ないですね。

○上田理事 はい。 先ほ どお話 しま した よ う に 、 そ の情報を取る か ど う か今後検討し

ます。

○池 ノ 上委員長 と い う こ と ですね。 他にいかがで し ょ う か。

も う 1 つ 、 事例を準備 していただいてい る んですね。 それ も説明 していただいた上

で両方合わせて今後 ど う す る か と い う こ と の議論を していただこ う か と 、 それで も よ

ろ しいですか。 事務局の段取 り と して 、 それでち ゃ ん と 出ますか。 はい。 では 、 そ う

して く だ さ い。 お願い します。

○事務局 (森脇) それでは 、 ｢テーマ に沿っ た分析｣ ②オキシ ト シン投与に関連 し

た事例で ご ざいます。 を ご参照 く だ さ い。

こ れは ･ 原因分析対象事例の概要 (ォキ シ ト シン投与に関連 した事例) です。 圏
鬮の表は 、 オキ シ ト シンの使用 萃こ着 目 して脳性麻痺発症の原因 、 医学的評価･ 今後 の
産科医療向上のた め に検討すべき項 目 な どを取 り ま と めた も ので ご ざいます。

分析対象事例 鬮薑の う ち 、 ォキ シ ト シンを使用 した事例は鬮ございま した。 こ
れ ら圏につき ま しては 、 本剤の投与が直接的に脳性麻痺の発症の原因 と な っ た も の
ではない と 考え られますが 、 その なかに は

事例、 それか ら 、 子宮収縮剤の投与、 硬

膜外無痛分娩に よ る 子宮胎盤血流量減少、 局所麻酔薬の胎児への直接作用な どが複合

的に関与 した こ と が考え られる事例が ご ざいま した 。

オキ シ ト シンを使用 した事例を取 り 上げる と 、 幾つかの分析の切 り □ が考え られ、

事務局 と いた しま しては 、 こ の う ち の 3 つの切 り 口 を案 と してお示 しいた してお り ま

すな酬竈蕪鬘藷酋皰溪字と鬮が稀ラ‘ ン纖“、
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添付文書に従っ た扱い方を していない も ので ご ざいま した。

次に 、 記録でご ざいます。 オキ シ ト シンに関する記録について着 目 してみます と 、

鬮中皿、 鬮囲みこ該当 いた しますが記録が不十分な も ので ご ざいま した o
最後の列ですが 、 オキ シ ト シン投与中 のモニ タ リ ン グについて着 目 してみます と 、

圏中皿、 鬮圏鬮がモニタ リ ングを していない事例でご ざいま したo
こ の 3 つ の切 り 口 の なかで全て の事例において該当す る 投与量について着 目 した

テーマ に沿っ た分析の案を取 り ま と めま したので、 ご説明いた します。

を ご参照 く だ さ い。 オキ シ ト シン投与に関連 した事例でご ざいます。

圏團概況。 こ こ では圃回の概況について説明 した内容を記載いた しておはすo
圏薑事例の概要 (投与量に焦点 を ぁてて ) 。 事例の概熟ますでに原因分析報告書こ

よ り 公表いた してお り ますので、 こ こ ではオキシ ト シン投与量に焦点を あてて取 り ま

と め 、 を掲載いた してお り ます。

次に 、 を ご覧 く だ さ い。

圏駮売 されてい る製品。 現在販売 されてい るオキシ ト シン注射薬を全て列挙いた
してお り ます。

圏投与量に関する主な記載。 オキ シ ト シン使用 についてすでに取 り ま と め ら れて
い る ｢産婦人科診療ガイ ド ラ イ ン 2008 ｣ ｢子宮収縮薬に よ る 陣痛誘発 単車痛促進に際

して の留意点 ｣ 。 に な り ま すが 、 添付文書を記載いた しま した。

鬮鬮の鬮剛ま と めで ご ざいます。 こ こ にはォキシ ト シンの効果･ ォキ シ ト シン
の使用 そこついて取 り ま と め られてい る文書が 3 つあ る こ と 。 公表 さ れた 圏皿中オキ
シ ト シンを使用 した において投与量が こ の 3 つの文書の 内容に従 っ てい

ない こ と 。 オキ シ ト シン使用に あた っ て は こ の 3 つの文書に従 う こ と 、 と い う 内容を

記載いた してお り ま す。 以上です。

○池 ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ご ざいま した 。 こ れはオキシ ト シンが使用 された

事例について 、 オキ シ ト シン投与 と い う 視点か ら ま と めていただいた も のですが 、 い

かがで し ょ う か。 こ う い っ た形で問題点が恐 ら く 、 今後は先ほ ど板橋委員がおっ しゃ

っ た よ う もこ多数例のなかで何が問題か と い う こ と を抽出 してい く と 、 こ う い っ た形で

資料が出て く る と い う こ と に なっ てい く んだろ う と 思います。

○勝村委員 ち ょ っ と 今 朝ま 中身の議論 と い う よ り は 、 議論の仕方について の議論み

たいな感 じなのであれなんですけれ ど も 、 子宮収縮剤の事故の注意喚起を促 してい る
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7 4 年 ぐ ら いか ら の文書を見てい く と 、 適応 と 要約を満たすこ と が非常に大事だ と い う

こ と が書かれてい る と ,思っ ていて 、 それは僕 もすご く い ろい ろ な事故を見て実感 して

いて 、 使 う 適応が あ っ たか、 必要条件、 十分条件 と い う こ と だ と 思いますが 、 適応が

あ っ たのか、 そ して要約を満た して使っ ていたのか と 、 その あた り が 、 投与量の 問題

も も ち ろ ん問題ですが 、 こ の資料の右側のほ う を気に してい く 必要がないのか。 箕浦

委員 と か産科医の先生に も ご意見をお伺いできれば と 思います。

○上田理事 今 、 勝村委員が ご指摘の点については整理 していないんですが 、 例 えば

圃圏ですが 、 結論を言います と 、 皿鬮薑鬮鬮鬮鬮鬮鬮になっ ていま
す。 例え ば 、 囲圏の フガルの 蝿醐醐-を見ていただき ます と ･ 圏酬匝圏
囲鬮岫酬酬霊皿圃と い う こ と が 霊囮囲鬮醐-に記述 してお り ます。 圏圏

と 書いてあ り ま す。

○石渡委員長代理 適応 と 要約は私はほぼ守 られてい る と い う ふ う に思っ てお り ま

すけれ ど も 、 ただ 、 用法 ･ 用量ですね。 こ こ はやは り 学会 も 医会 も こ れを何度 と な く

会員 に注意を してお り ます し 、 ガイ ド ラ イ ン と かそ う い う と こ ろ に も盛 り 込んであ る

わ けです。

ただ、 残念な こ と に全て の医療機関でそれが守 られていない と こ ろ に問題があ る の

で 、 こ う い う 事例 も 出て き てお り ま す し 、 ま た 、 再度注意を喚起 していき たい と い う

ふ う に思っ てお り ま すけれ ど も 、 今回の こ の事例について 、 それが

鬮霊力ぷ起 き たであ る と か、 それに よ る脳性麻痺が起 き た と 、 そ う い う こ と はない と 思
いますけれ ど も 、 一般的な注意事項 と して 、 安全な医療を心が け る た め には 、 やは り

ガイ ド ラ イ ンは守る のが会員の努めだ と 思 う ので 、 そ の辺は これか ら も き ち ん と 指導

と いいますか、 そ う い う ふ う な こ と を学会 も 医会 もやっ ていき たい と 思っ てお り ます。

○勝村委員 今のお言葉 と かは僕は全 く 信用 してい る んですけれ ど も 、 つ ま り 、 従来

か ら そ う い う 冊子が配布 さ れた り い ろいろ さ れていて 、 本当 に守 ら な き や いけない と

い う こ と で 、 それを啓発 していただいてい る産科の医会な り 、 学会な り 、 ご尽力頂い

てい る こ と は重々 承知 してい る んですけれ ど も 、 で も 、 残念なが ら ま だ繰 り 返 されて

い る と い う こ と なので、 1 例で も啓発が無視 されてい る こ と はあ っ て はいけない と僕

は思 う ので 、 ま たやっ ぱ り 出て き てい る ので、 何か従来 と は違 う 、 つま り こ の制度が

でき たので、 い よ い よ これで も う そ う い う のは本当 にな く な る と 確信でき る よ う な何

ら かのいい知恵は出せない も のかな と い う こ と を加 えてやっ て も ら いたい し 、 今後 、
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今回のケース がそ う であ っ た と して も 、 こ の表のその様式 と して 、 そ う い う 項 目 と か

は必要ないんだろ う か と い う こ と と かを 、 産科医の先生がずいぶん所用で退席 されて

少な く な っ て き てい る んですけれ ど も 、 ち ょ っ と 思っ た と い う 次第なんです。

○池 ノ 上委員長 恐 ら く 、 こ の産科医療補償制度は脳性麻痺を タ ーゲ ッ ト に しますけ

れ ど も 、 当然なが ら 、 医療施設あ る いは 日 本の 医療の底上げ と い う の を考えて 、 そ う

い う こ と も あ っ て事例の全経過のなかで これは問題ではないか と 、 直接脳性麻痺 と は

関係な く て も 、 当該施設で行われた分娩の さ ま ざま な処置のなかで問題があれば、 そ

れも挙げよ う と い う こ と で原因分析委員会では出 して き てい る わけです。

ですか ら 、 今回 も オキ シ ト シンが鬮回ですか、 使ゎれてい る 。 それを調べてみた ら
用量が必ず し も ガィ ド ラ ィ ン と は-致 していない も のが圏皿ぁ る と 。 これは石渡委
員長代理がおっ しゃ っ た よ う に 、 質を上げる 、 底上げをする と い う 意味では 、 ち ゃ ん

と も う 一遍やっ てい く 必要が あ る んだろ う と い う こ と で 、 今回の こ の再発防止委員会

のなかで も そ う いっ た点について も触れてい く と 。 脳性麻痺発生 と は直接関係な く て

も 、 そ う い っ た こ と には触れてい く 作業 と い う のは これか ら も必要だろ う と 思っ てい

ます。

○隈本委員 私の よ う な科学者でない者が言 う の も何だ と思 う んですけれ ど も 、 1 つ

は 、 こ う い う ふ う に注意喚起のた め にやっ た と い う こ と については、 僕は よ し と 、 い

い と 思います。 非常に こ の ご努力はいい。

ただ し 、 こ の脳性麻痺の再発防止委員会でタ ーゲ ッ ト にすべき は 、 こ の事例の原因

分析の結果･ 関係が否定でき ない 、 ぁ る いは関連 した可能性のあ る と い う 、 こ の 鬮
と 圏だけ取 り 上げて本業議論すべき なんだろ う な と 感 じ る んですo
と い う のは 、 こ れは関係ない けれ ど も 、 産科医療の向上のた めに と い う 部分も必要

です。 絶対に必要です。 だか ら 、 そ こ についてはやるべき なんですが 、 こ の再発防止

委員会 と して本当 に主に タ ーゲ ッ ト にすべき は 、 多分関係ないだろ う けれ ど も 関係が

否定でき ない も の を全部挙げて き て 、 も しか した ら こ のオキシ ト シン と 脳性麻痺 と の

間 に今ま では知 られていなかっ た新たな 因果関係を見出せ る 可能性があ る よ う な分

析を科学的にやる と い う と こ ろ をやっ た ほ う がいい と 思います。

だか ら 、 こ れで言れま、 鬮の場合は、 何か競合的にい ろい ろ な こ と が起 こ っ た可能
性があ る よ ね と 書いて ぁ り ま す。 それか ら 、 囲みこ 関 しては 、 鬮鬮鬮鬮 要する
に 、
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だか ら 、 本当 は関係ない も の と 関係あ る も の は区別 して 、 関係あ り そ う 、 あ る いは関

係が否定でき ない も のだけチェ ッ ク する と い う のが科学的なん じゃ ないですかね。

と い う の も 、 ま た話をまぜ返す よ 捌こな り ま すが 、 これだけ 70 年代か らず う っ と

ルールを守 り な さ い と 言っ て も守 ら ない人が脳性麻痺を起 こ してい る か も しれない

わけです よ 。 こ れは単に量が多かっ た こ と が原因ではな く 、 長年ルールを守 り な さ い

と 言われて も守 ら ない人が事故を起 こ してい る のかも しれないわ けです よ ね。 つま り 、

統計的には、 因果関係をマス ク する よ う な別の要素があ る か も しれないんです。 だか

ら 、 こ こ で誰か ら も こ んなのイ ンチキだ と 言われないた めの科学的議論をする た め に 、

や っ ぱ り こ の原因分析報告書で何 ら かの 関連が否定でき ない と い う も のだけ こ こ で

議論する と い う 、 そ う い う 姿勢も大事なのではないかな と 素人なが ら 思 う んですが 、

ど う で し ょ う かね。 今 、 ち ょ っ と 失礼な こ と を言っ たかも しれない けれ ど も 。

○上 田理事 ですか ら 、 先ほ ど 申 し上げま した よ う に 、 要約版です と 、 その部分の記

載はあ り ません。 発症の原因についてはポイ ン ト しか書き ません。

○隈本委員 わか り ま す。 上田理事の言いたい こ と はわかる けれ ど も 、 僕は--

○上田理事 ま さ に今先生が指摘 された視点は 、 今回の整理では十分ではあ り ません。

ですか ら 、 先生方の ご指摘を整理を して 、 提出いた します。

ただ 、 こ の よ う な議論をする ため には 、 オ リ ジナルの報告書を見 る必要が あ り ます。

やは り オ リ ジナルの報告書に基づいて議論する と い う こ と を提案 したい と 思います。

○隈本委員 それは 1 00%それに 同意 しますが 、 要する に 、 こ う い う ふ う に抜き書き

して く れれば、 それは十分です。 別に原因分析報告書が全文 こ こ に並んでいな く て も 、

こ こ に し っ か り 大事な と こ ろだけ抜き書き していただければ、 科学者 と して は皆 さ ん

議論でき る ん じゃ ないで し ょ う か。

ど う し て も 、 ま た見たい と い う こ と であれば、 別にそ こ の事務局の裏に行っ て見れ

ばいいわけで、 これを見たい 、 こ こ に置いておき たいた め に非公開にする と い う の は 、

やっ ぱ り 本末転倒だ と 思いますけれ ど も ね。

○上 田理事 要約版は 、 すでにホームページに載せていますか ら 、 私 ど も も公開で議

論する こ と は問題ない と 思います。

ただ、 こ の左側の発症の原因 と 医学的評価の部分は 、 報告書に基づいて取 り ま と め

た も のであ り 、 ま だ公開 されていない資料です。 ですか ら 、 やは り こ れを も と に議論
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する こ と は慎重にする必要が あ り ます。

○隈本委員 慎重にや り たいです。 で も 、 皆 さ ん 、 ど う思いますか。

○上 田理事 慎重に と い う の は 、 本 当 に公開で よ ろ しいで し ょ う か と い う こ と です。

○隈本委員 皆 さ ん、 こ の資料を見て 、 こ の左側の 2 コ マ を見て 、 これで、 ああ 、 こ

の分娩機関に違いない と わかる よ う な資料 じゃ ない と 思 う んですけれ ど も 。

○池 ノ 上委員長 こ の範囲ではわか ら ない と 思います。

ただ、

医師の経験年数や施設の診

療体制 、 地域な ど 、 本当 の意味での ピンポイ ン ト の再発防止にはなかなかいかない。

こ う い う の はやっ ぱ り 全体のマス と してやる よ り は 、 ポイ ン ト でい く こ と だ と 。

と な る と 、 そ う い う 事例はやっ ぱ り ち ょ っ と 抜き 出 して も う ち ょ っ と き め細か く や

る と 。 それ以外は も っ と 大き なマ ス で見れる のは、 今 、 先生おっ しゃ いま した よ う に 、

それほ ど特定はでき ない と 思 う んです。 私 、 個人的に は 、 こ う い う 事例については 、

相 当 ピンポイ ン ト でい く 必要が あ る と 思います。

○隈本委員 それはいい と思います。 だか ら 、 そ う い う ピ ンポイ ン ト で 、 も う 何々 大

学はだめだよ ねみたいな話をする と き には 、 それは非公開 に していただいていいです。

で も 、 全体の なかで何%そ う い う も のが あ る か と い えば、 実際に はほ と ん どない し 、

は っ き り 言っ て しま えば、 こ の再発防止委員会で議論 しな く て も 池 ノ 上委員長が一言

電話をかけ て 、 ｢お ま え何 と か し ろ よ ｣ と 言 う だけで もずいぶん再発防止にな る と は

思 う んですが。

要する に 、 こ こ で議論 しな く て はい け ないの は 、 全国あまね く 連絡を して何 と か し

て く だ さ い と い う も のか ら順番にやっ てい っ て 、 最後の最後 、 本当 に個別に何 と か し

なければいけない問題はいずれあ る と 思いますけれ ど も 、 それができ る よ う にな る ま

でま だ道の り はあ る と思 う ので 、 そ こ はずっ と 公開 しておいて 、 こ こ は非公開 と バン

と 決めた ら 、 私は反対 しません。 こ こ は絶対非公開に した ほ う がいい と い う こ と が納

得でき る ご説明 が あれば、 全然反対は しません。

○池 ノ 上委員長 あ り が と う ご ざいます。 4 時半までには終わ り たい と 思います。 申

し訳ないですけれ ど も 。

○勝村委員 最後に ち ょ っ と いいですか。
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こ のオキシ ト シンをま と めていただいたので、 僕 と しては 、 やっ ぱ り 感受性の個人

差が 200 倍以上あ るか ら 、 非常に慎重に投与 しなければいけ ない と 何十年も前か ら言

われていて 、 に も かかわ ら ず僕の妻 も筋肉注射で入れ られま した し 、 投与量の上限が

守 られていない と い う こ と がずっ と 続いて き ていて 、 いま だに こ う い う 過剰投与が起

こ っ てい る のは非常に残念で、 2 度 と あ っ てはい けない と 僕は強 く 思 う わけです。

それで、 やっ ぱ り こ の投与量を守っ ていない と か、 そ う い う と こ ろ には厳 し く き ち

ん と 今後は投与量を守る と い う こ と を担保 しにい く べき だ と 僕は思います。 それはそ

こ の 医療機関や医師を罰する と い う のではな く て 、 き ち ん と こ の よ う な使い方はだめ

なんだな と 、 今後はガイ ド ラ イ ン通 り 使います と い う こ と の担保を取れれば全然オー

ケーなわけで、 そ こ を き ち ん と 押 さ えない と 、 何 と な く こ う い う こ と が あっ た けれ ど

も と ほ う っ てお く と 、 ま た 同 じや り 方で も別にいいん じゃ ないの と か思われて しま う

と 良 く ない。 ま た 、 原因分析報告書を渡 したか ら き っ と 使用方法を直 して く れる だろ

う と 思っ た けれ ど も 、 も しか した ら 、 こ んな報告書何なんだ と 、 も しか した ら反感を

も っ て今ま で どお り や られる 可能性だっ て あ る 。 なぜな ら 、 全て の産科医には 、 も う

何十年 と ガイ ド ラ イ ンを守る よ う に と い う の は言われて き てい る はずなので、 それで

も こ う い う 投与を してい る わ けなんですか ら 、 僕はそのや り 方を変えて も ら う と い う

こ と に 関 して は き ちん と 担保を取 り たい し 、 同 じ よ う な関連で言 えば、 先ほ どの蘇生

の話で も 、 優先 して蘇生法講習会に行っ て ほ しい と 言っ て行っ た と い う 結果ま で も ら

えて再発防止委員会 と して安心でき るみたいな面 も 、 僕は こ う い う 報告を受 けた限 り

はすご く 気に な る し 、 そ う い う 方向でき ち ん と やっ て ほ しい と 強 く 要望 してい き たい

と 思います。

0池 ノ 上委員長 恐 ら く 、 そ こ ら は医会の連携 と か、 そ こ ですね。

○石渡委員長代理 医会の今の医療安全に対する ネ ッ ト ワ ー ク と いいますか、 それは

医会の本部に と にか く そ う い う 医療事故の情報が上がっ て き ま す。 今 、 7 割 ぐ ら い上

が っ て き ていますけれ ど も 、 そ の と き に 、 やっ ぱ り 勝村委員が よ く 言われる よ う な リ

ピー タ ー も ないわ けではない。 その と き の指導の方法 と して 、 支部 を通 して集団的な

指導 と 個別指導 と い う の を しています。 個別指導 と い う のは、 直接そ こ に行っ て指導

する こ と なんですね。 そ の後 、 そ こ の 医療機関で必ずそのガイ ド ラ イ ンが守 られてい

る か ど う か と い う と こ ろ の検証はやるべき だ と 思 う んだけれ ど も 、 そ こ ま でま だ実際

は行っ ていない こ と が多い と 思 う んだけれ ど も 、 ご く 数が少ないですか ら個別指導の
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と こ ろ ま で行っ ています。 それは支部を 中心 と してそ う い う よ う な働き は してお り ま

すか ら 、 以前に比べればかな り 減っ てい る こ と は間違いない と 思 う んですね。

○池 ノ 上委員長 こ の産科医療補償制度で議論 さ れた 当該施設に支部 を通 して指導

しますね。

○石渡委員長代理 こ の産科医療補償制度で ど こ の 医療機関 と い う こ と が実は 出て

こ ないんですよね。 ですか ら 、 支部は支部 と してい ろ いろ な医療事故に対する事例を

報告 して も ら っ て 、 ど こ の医療機関だ と い う こ と を支部は全部つかんでいますか ら 、

そ う い う 形の指導の仕方なんです。 も し こ こ の も のが き ち ん と 出て ど こ の医療機関 と

い う こ と を特定いただけて 、 それが私た ち に情報 と していただけ る のであれば、 も う

ち ょ っ と き め細かい と こ ろ ま で個別指導ができ る と い う ふ う に思っ ています。

○勝村委員 そ う い う こ と な ら ば、 僕はま たガイ ド ラ イ ンを大き く 逸脱 した事例が出

て き たか と 、 僕た ち はますます気が重 く な る のは辛いわけですか ら 、 お っ し ゃ る よ う

に 、 どん どん これか ら増 えてい く と い う よ り は減っ てい く だろ う と 。 減っ ていかな き

や いけ ない し 、 も う ほぼな く な っ た と 思え る 日 が早 く 来て ほ しい と 思 う ので 、 僕はぜ

ひ事務局のほ う でわかる の な ら ば医会の ほ う に情報提供 していただいて 、 医会の ほ う

か ら こ こ は き ち ん と 個別指導 と い う 形を していただいて 、 同 じ と こ ろ でま た 同 じ よ う

な こ と が 出て き ま した と い う こ と が起 こ っ た ら 、 ほ ら 見た こ と か、 何であの と き に と 、

僕は悔やんで しま う ので。

○石渡委員長代理 平成 1 6 年か ら 報告制度 と い う のは始めてい る わけですけれ ど も 、

当初は 50% ち ょ っ と だっ たんですが 、 今は 75%以上超えていますので、 報告制度の

内容 も 、 それか ら そ の規模 も 、 かな り 今は充実 して き てい る と思 う のです。 これは こ

こ ま で 5 年かかっ てい る んですね。 ですか ら 、 あ と 2 ~ 3 年待っ ていただければ、 こ

う い う 産科医療補償制度の こ と も でき て き た し 、 それか ら妊産婦死亡の登録制度 も で

き て き た し 、 かな り 充実 して く る と 思っ ています。 それは何を 目 指 してい る か と い う

と 、 ま さ に 医療安全に向 けて の底上げも含めた質の 向上をね ら っ てい る わけで、 も う

ち ょ っ と ご辛抱 く だ さ い。

○勝村委員 それはぜひ続けていただいて 、 そ う やっ て努力 していただいてい る こ と

にはすご く 敬意を表 します。 だけれ ど も 、 それ と は別に 2 ~ 3 年の間にそ こ の医療機

関が も う 1 回 同 じ よ う な使い方 を して 同 じ よ う な事故が起 こ り ま した と い う のが上

がっ て き て ほ し く ない し 、 1 つの事故で も どれほ ど大変か と い う こ と は僕はすご く わ
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かっ てい る ので、 やっ ぱ り 1 人で も少な く したい と 思 う ので 、 僕は こ う い う ふ 現こ上

が っ て再発防止委員会が開かれて こ う い う ふ う るこ ま と めていただいた限 り 、 こ こ の 4

つの と こ ろ に使い方が違っ てい る と い う こ と に 関 して の個別指導をぜひ していただ

き たい と い う こ と は 、 2 ~ 3 年待たずにやっ て ほ しい と 本当 に思いますので、 お願い

したい と 思います。

○池 ノ 上委員長 それは当該施設への報告書のなかに は文書 と して は出てい る んで

すけれど も 、 先生がおっ しゃ っ た よ う に 、 それが どの ぐ ら いの重みで受け と め られて

い る か と い う のはま だ不明確な と こ ろ が あ る の で、 それは これか ら ち ゃ ん と したテー

マ を見つ けなが らやっ てい く 、 そ う い う 作業 も今後充実 してい く 必要が あ る と 思いま

す。

大体こ んな感 じで出て く る と思 う のですけれ ど も 、 先ほ どの公開 ･ 非公開 の話に戻

り ますが 、 要約版で こ こ に出 して も ら っ て公開でする か、 原版を 出 して も ら っ て--

○事務局 (森脇) 事務局でご ざいます。 い ろ いろ ご議論いただき ま して あ り が と う

ご ざいま した。 ち なみに 、 具体的に ど う いっ た事例が要約版に載っ ていな く て原文版

で載っ てい る か と い う の を簡単に こ こ で ご説明 させていただき たい と 思います。

オキ シ ト シンを例に取 り ます と 、 まず事例の内容の は 、 かな り オキ

シ ト シン投与に注 目 した 内容を記載 してお り ます。 要約版だけ に基づいて作る と な る

と 、 こ の よ う な取 り ま と め方はかな り 難 し く な る と 思います。 オキ シ ト シン使用 に原

因が あっ たかなかっ たかわか ら ない も の については 、 こ う い っ た投与に注 目 したま と

め方は恐 ら く で き ないか と 思います。

鬮鬮の鬮鬮の脳性麻痺の原因の ほ う を見ていただき ます と 、 下の ほ う に鬮
鬮剛と 書いて あ る ぶ る にまず文章があ っ て 、 そ の下にま と め と い う と こ ろ 力隣 り ま
すが 、 要約版です と こ のま と めのみに な り ま す。 ですか ら 、 上の内容については記載

されてお り ませんので、 資料のなかでは こ う いっ た も のが出て こ な く な り ま す。

それか ら 、 次のオキシ ト シンに関連する 医学的評価の と こ ろ を見ていただき ます と 、

と して あ る と こ ろ 、 全て要約版には載っ てお り ませんので 、 こ の内容は

議論のテーブルに乗 ら ない と 思われます。

それか ら 、 圏圏の新生児蘇生のほ う を見ていただき ます と 、 伊塊ま具体的に 申 し
ます と 、 鬮鬮です。 鬮圏の脳性麻痺発症の原因のこ ろの最初のセ ク シ 。 ン 、 鬮
分娩時の胎児の状態について と 。 こ こ の部分は原因分析書の原文版のみに しか載っ て
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お り ませんので、 こ の記載が抜けて ま と めだけ にな り ます。 ま と めだけ を見ていただ

く と 、 蘇生に問題が あ っ たか ど う か と い う のはかな り 薄れる か と 思います。

隣の列に行き ま して 、 脳性麻痺、 新生児蘇生に関する 医学的評価の と こ ろ を見てい

ただき ます と 、 の部分は、 全て こ れは要約版には載っ てお り ませ

ん。 下に あ り ます ま と め のみ載っ てお り ますので、 そ う す る と やは り

その関係が薄かっ た も の についての蘇生について 、 デ ィ ス カ ッ シ ョ ンは こ の ま と めだ

けで問題な く で き る か と い う こ と も 先生方の ほ う で併せて ご意見をいただければ と

思います。

前後 して 申 し訳ないのですけれ ど も 、 先ほ ど勝村委員のほ う か ら オキシ ト シンの使

用 について 、 適応や要約についての ご質問 をいただき ま したが 、 それについて も要約

版ではなかなか触れていない も の も ご ざいますので、 そ う いっ た も の を深 く 見てい く

に は原因分析報告書の原文版が必要か と 考えてお り ま す。 以上です。

○池 ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ご ざいま した。 少 し入 る も の 、 入 ら ない も の と い

う の を--

○ 田村委員 こ ち ら で今ま と め ていただいてい る 要約版は一応右欄だけ と おっ しゃ

いま した 。 真ん中 と 左の欄について も 、 こ こ ま でのま と め を事務局でやっ て く れる の

な ら 、 こ れを見て別に特定 される よ う な こ と はないのでは と 思います。 場合に よ っ て

は、 必要がない時間なんかについてはマス キ ングする と かすれば良いのではないで し

ょ う か。

○池 ノ 上委員長 僕の理解が正 し ければ、 こ れは新生児蘇生 と い う フ ィ ルタ ーを通 し

てま と めて あ る 。

○ 田村委員 そ う です。 僕はそれで十分だと思います。 こ れ と 、 今 日 、 出てい る こ の

資料が あれば、 何 も こ んな も のがな く た っ て 、 基本的には新生児蘇生の個々 の事例に

ついて何の問題があ っ た と い う こ と はほぼ明 ら かに な る し 、 こ の再発防止委員会 と し

て 、 一般の周産期医療関係者に新生児蘇生法に関 して警告を発 した り 、 情報を 出 した

り する には、 僕は これだけの資料があれば十分だと思います。

ただ、 そ のた めに は、 お っ しゃ る と お り 、 で き ればこ こ だけではな く て こ ち ら も入

れていただき たい。 だか ら 、 そ こ に は も ち ろんフ ィ ルタ ーがかかっ てい る かも しれな

いけれ ど も 、 事務局の ほ う で見て 、 こ れは新生児蘇生に関する 問題だと思われる と こ

ろ を挙げていただいて 、 そ の なかで これはひ ょ っ と する と 特定の医療機関や個人を 同
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定する こ と るこつなが る か も しれない と こ ろだけマス キ ン グ していただいて 、 池 ノ 上委

員長に ご負担をおかけする んですけれ ど も 、 委員長が一応事前に ご覧になっ て 、 それ

で医療機関や個人が特定 さ れる 心配が ない こ と を確認 していただいた う えで資料を

出 していただければ、 それでいいん じゃ ないで し ょ う か。

○上田理事 公開 と な り ます と 、 これま で も お話 し していますが 、 傍聴席に も 資料を

配 り ます。 そ う し ます と 、 左側の内容は 、 先ほ ど森脇か ら お話 し しま した よ う に 、 ま

だ公開 していない内容が記載 されてお り ます。 そ う します と こ の よ う な資料が公開 さ

れて 、 ま た最終決定 さ れていない も の を公開 していいのだろ う か と 申 し上げています。

○ 田村委員 ただ、 も しそれを ご心配な ら 、 こ ち ら の資料は配 ら な ければいいんです

よ 。 我々 だけ議論 して 、 我々 が こ こ の何 と かの こ と を読み上げて 、 それをいちいち彼

ら が速記で記録 した と して も 、 そんなめ ち ゃ く ち ゃ こ の情報がそ のま ま伝わる と は思

えません し 、 僕 自 身は これを読んで、 隠 さ な ければいけない よ う な情報は こ の なかに

はないな と 思います。

○上 田理事 ただ、 私 ど も 、 心配 し過ぎかも しれませんが 、 オープンになっ てほ と ん

ど問題が ないかも しれませんけれ ど も 、 仮に公表 される こ と に よ り 特定 さ れて 、 問題

が起 こ っ た場合に 、 機構が責任を取る こ と にな り ます。 そ の点を心配 してお り ます。

多 く は 、 多分問題ないので し ょ う けれ ど も 、 ただ、 い ろいろ な こ と が起 こ っ て く る こ

と を考え る必要があ る と 思います。 も と も と 再発防止に取 り 組む こ と が大き な 目 的で

すので、 も ち ろん公開 も重要であ り ますが 、 まずは再発防止を き ち ん と ま と め る こ と

が非常に大事 と 思います。 そ の視点で考えていただき たい と 申 し上げています。

○箕浦委員 これはマス と して分析する と い う こ と ですか ら 、 非常に限 られた時間で

議論する の には要約版でいいのではないか と い う ふ う な 、 今 日 、 議論を聞いてそんな

印象なんです。 全部 これに戻る必要はほ と ん どないん じゃ ないか と 思います。

ま と め ていただ く と 、 勝村委員 も おっ しゃ っ た よ う に 、 いま だに陣痛促進剤の使い

方に問題はた く さ んあ る な と い う 再認識、 こ れは医会のほ う でいろいろ努力 してお ら

れる よ う ですが 、 何かいまひ と つ伝わっ ていないのかな と い う よ う な印象を持ち ま し

た。

ただ 、 必要なの は 、 陣痛促進剤だけ を抜き 出 してみる と 、 原因 と 必ず し も結びつか

ない も のですか ら 、 そ こ が一番の問題かな と い う ふ う に思います。

○隈本委員 これは比較衡量の議論だ と 思 う のです。 要する に 、 も ち ろ ん 、 こ う い う
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秘密を隠 さ な き やいけない 、 あ る いは こ こ を読んでい る だけで何かが特定 される 可能

性があ る こ と について は、 可能性が あ る こ と は認めます。 で も 、 それが起 き る こ と を

も っ て公開に しない こ と と 、 公開 に した議論にする こ と に よ る 再発予防効果、 こ の議

論に世間が着 目 して も ら う 、 ま さ にそれ と のバ ラ ンスだ と 思 う んですよ 。

ですか ら 、 これは本当 は委員長のお考えで、 皆 さ んの意見を集約 していただければ

あ り がたいんですが 、 つま り こ の紙、 こ れは見本です よ ね。 こ の見本 どお り 出て き た

と して 、 何か一番心配 してい る個人情報が特定 された り 、 個別の分娩機関が特定 され

た り する よ う な可能性がない限 り 、 こ れは公開 したほ う が再発防止に役立つ と 思いま

す。 再発防止に役立つか ど う か と い う 視点か ら言 う と 、 こ の議論が ち ゃ ん と 世の 中 の

人か ら の注 目 を受 けて 、 我々 がま じめ に再発防止 を したいんだ と い う 産婦人科医、 小

児科医の先生方の意欲が世間に伝わる こ と のプラ ス の ほ う が 、 これを隠 して しま っ て

最後分厚い報告書が ドン と 出て 、 はい 、 読んで く だ さ い 、 と 言 う よ り は 、 絶対 こ のプ

ロ セ ス も ち ゃ ん と 公開 した ほ う が 、 再発予防効果があ る と 思います。 バ ラ ンス の 問題

だ と 思います。

○箕浦委員 私 も そ う 思います。

○石渡委員長代理 私は 、 報道関係者の こ と を信頼 していないわけではないんですけ

れ ど も 、 ただ、 こ こ の委員会でき ち ん と 議論 されていた こ と がそのま ま載っ て く れれ

ばいい けれ ど も 、 ど う して も いわ ゆ る記事になっ て き ます と 、 そ こ には記者のそれぞ

れのい ろいろ な思惑が入っ て き て 、 そ う い う と こ ろ が一番医療不信につなが る よ う な

方向 も な き に し も あ ら ず と い う ふ う に思っ てい る わけです。

実際に 、 再発防止委員会でいろいろ議論 し 、 そ して再発に 向 けて世の 中 に提言 して

い る その こ と を 目 的 と する な ら ば 、 私はそんなにオープンで、 も ち ろ んオープン と い

う 言葉は世の 中か ら信頼 される と い う 重要なポイ ン ト ではあ り ますけれ ど も 、 本来の

目 的は、 こ こ で再発防止を き ちん と してい く と い う こ と が一番の 目 的だか ら 、 私は も

の に よ っ ては原則 と してはオープンでやるべき だ と 思 う んですけれ ど も 、 やは り 事務

局がい ろい ろ こ の資料を作る と き において 、 今 、 全文版 も実は全部公開 されてい る わ

けではないんです よね。 ご く 一部の人にだけ しか公開 さ れていない。 そ の全文版を こ

こ のなかに入れ込ま な き や い けない と い う よ う な状況であれば、 しば ら く の間は ク ロ

ーズ ドでいいん じゃ ないか と 思 う んです。 それで何回か委員会を重ねた う えで 、 こ れ

はやは り オープンに してやっ てい っ て も何 も 差 し支 え ない と い う よ う な状況であれ
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ばオープンに してい く べき だ と 思 う ので 、 必ず し も初めか ら全てオープン と い う 、 そ

う い う 取 り 組みではな く て 、 原則オープンだけ ど個々 の事例に よ っ て はで き ない と 、

その判断が事務局では非常に難 しい と思 う んですよね。 そ の辺は事務局は ど う なんで

し よ う か。

○事務局 (森脇) 事務局でご ざいます。 原因分析報告書を今回全部用意 していただ

いたの は 、 必ず し も 非公開 に したいがた め に こ のオ リ ジナルを 出 したわけではご ざい

ません。 分析すべき 委員の先生方が必要な情報を全て入手 した う えで 、 ど う い う 分析

を行っ ていただ く か、 そ の う えで こ の情報を公開で議論する こ と が可能か ど う か と い

う も の を踏ま えて ご検討いただいて 、 それの う えでい ら ない情報が あ る のであればそ

れを使わないで分析 し 、 公開 に してい く と い う 議論を していただければ ≧思っ てお り

ま して 、 事務局 と して 、 最初、 テーマの分析案をお示 しいた しま したが 、 それは全て

オ リ ジナルに基づいた深い分析をでき る 限 り やっ てお り ます。 それを全て見た う えで

減 らすな り 増やすな り と い う の を ご議論いただければ と 思いますので、 そ こ ら辺 の ご

意見をお伺い したい と 思います。

○池 ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ご ざいます。 申 し訳ない。 時間 を過ぎていますが 、

いかがで し ょ う か。

○勝村委員 原則は必要な情報を全部配付 して 、 そ こ にプラ イ バシーの問題があ る の

だっ た ら 、 そ こ を黒塗 り する と い う こ と で よ いのではないで し ょ う か。 危惧が あ る か

ら全部や ら ない と か、 そ う い う 形はでき る だけ避けた ほ う がいい と 思 う し 、 今はそ う

い う 流れだ と 思 う んです。

黒塗 り さ れた報告書は公開 されていない も のだ と い う のは 、 こ れはち ょ っ と 言い過

ぎだ と 思っ ていて 、 ホームページで請求 した ら公開でき る と い う 形にな っ てい る ので、

一定公開 さ れてい る と い う 形にな っ てい る も のだ と 思います。 だか ら 黒塗 り を してい

る と い う こ と なので、 箕浦委員 もおっ しゃ いま した けれ ど も 、 限 ら れた時間 のなかで

全部読み込め る か と い う 話も あ り ます し 、 詮索 して探っ てい こ う と 、 も し悪意を も っ

て 医療機関 と かを特定 し よ う と 思 う 人がお る な ら ば、 それは どんな情報か ら で も どん

なや り 方で も でき る わけで、 それを理由 に して 、 だか ら 、 だか ら 、 と やっ てい く よ り

は 、 基本的 にそ う い う こ と 自 体が責め られる よ う な法律にな っ てい る わ けですか ら 、

安易 にそ う い う 個人情報を 出 さ ない と い う こ と で黒塗 り を き ち っ と やっ ておけば、 別

にその う えで議論 していっ て 、 情報公開のほ う を担保する と い う こ と をすご く 意識す
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べき だ と い う ふ う 姦こ僕は思います。

○隈本委員 例 えば、 今 、 そ こ の傍聴席にい ら した 30 人 ぐ ら いの方が事前に 申 請す

る と 、 も う 報告書は手に入る んですよ 。 あ る 手続き を取れば。 こ こ に来て傍聴 したい

ぐ ら いだか ら 、 産科医療の 向上のた め に頑張っ てい る 皆 さ んです よね。 そ う した ら 、

申請 目 的は認め られる わけです。 だか ら 、 傍聴者に配る こ と ができ ないか ら 会議を非

公開にする と い う のは 、 実は 、 皆 さ ん本当 は努力すれば 300 円 で手に入っ て持っ て こ

れる わけだか ら 、 資料配布をする と思わぬ人に行 く かも しれないっ て 、 そんな心配を

する よ り は 、 やは り 公開 の姿勢を示すプラ ス の ほ う が大き い と 私は思います。

○鮎澤委員 議論の なかで開示 と 公開 の話が整理で き てい る よ う で整理でき ていな

い よ う な と こ ろが あ る ので、 ち ょ っ と 気に な っ ています。

ま ず、 私 自 身の基本的なス タ ンス をお話 し させていただ く と 、 私はやは り 原則公開。

そ して委員の皆 さ んが再発防止に 向かっ てで き る だけ透明性を高 めたデ ィ ス カ ッ シ

ョ ンを してい き たい と 思っ て い る と い う こ と を き ち ん と 世の 中 にわかっ ていただき

たい と も 思っ てい る 。 そのた め には、 原則公開 、 これを貫 く た め には ど う した ら いい

のかを考え る と い う こ と が大前提に あ る と思っ ています。

その う えでなのですが 、 今いただいてい る概要、 こ の概要が作成 さ れる 前には必要

な資料を送っ ていただいて 、 ど う い う こ と を議論する のか と い う こ と を私た ちが検討

させていただけ る こ と が担保 されてい る んで した よ ね。 そ の こ と を確認 させていただ

き たいのですが。

先ほ ど 、 こ の概要その も のが も う フ ィ ルタ ーがかかっ てい る と い う お話が あ り ま し

た けれ ど も 、 さ っ き のお話を伺 う と 、 テーマ の選定そ の も の について も 、 こ れか ら私

た ち が議論のなかで選んでい く こ と に な る 、 場合に ま っ た ら 鬮薑の よ う に 鬮圏、
圏鬮の吸引分娩みたいな こ と を ピ ンポィ ン ト で議論 し な き や い けない と い う こ と に
な る か も しれない。 そ う い っ た こ と も 、 事前に検討 して事務局に リ ク エス ト する な り 、

委員長に リ ク エス ト していただ く な り 、 と い う 手続き は担保 されてい る わ けです よね。

その う えで 、 結果 と して こ の会議の席に概要が出て く る と い う 、 そ う い う 理解で よ ろ

しいで し ょ う か。 ま ず、 それを ち ょ っ と 確認 させて く だ さ い。

その う えで 、 私は 、 こ れを使いなが ら公開で議論する こ と か ら やっ てみればいい と

思っ ています。 こ の要約版を使っ て と い う こ と です。

ただ し 、 私た ち の委員会の前には原因分析委員会があ り ます よ ね。 そ こ で こ う い っ
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た も の を ど う い う ふ 効こ扱 う の か と い う こ と の議論が あ っ て の私た ちであ る はずな

ので、 こ の産科医療補償制度全体を通 しての こ の報告書の扱いを 、 整合性のあ る も の

に しておかない と いろ い ろ な と こ ろ に齪際が生 じ る のではないか と 思っ ています。 そ

れを ど こ で議論 していただ く べき なのか、 ち ょ っ と 全体像が見えないのですけれ ど も 。

それか ら 、 報告書を受け取る こ と にな る ご家族側の ご意向 については、 も う ち ょ っ と

慎重に議論 しな ければな ら ない こ と が あ る のではないか と い う 思い を持っ て います。

○池 ノ 上委員長 原因分析委員会のそ の公開は 、 今 、 ど う い う ス タ ンス で動いていま

すか。

○上 田理事 当初は 、 原因分析の あ り 方な どについて の議論を公開で行いま した。 現

在は実際の事例の原因分析について審議を行っ ていますので、 ク ロ ーズ ドで行っ てい

ます。 ですか ら 、 鮎澤委員がお っ しゃ ら れた よ う に 、 原因分析委員会に 、 再発防止委

員会で こ の よ う な議論があ っ た こ と を説明 して 、 少 し議論 していただ く こ と も必要か

も しれません。

○池 ノ 上委員長 鮎澤委員の ご質問 を再確認 しますけれ ど も 、 板橋委員がおっ しゃ っ

た よ う に 、 何をテーマ に これか ら絞 り 込んでい く か と い う こ と を あ ら か じめ こ の委員

の皆 さ んに情報を提供する 。 その情報は 、 現段階、 原文がいい。 よ ろ しいんですね。

全体のテーマ を絞 り 込んでいない報告書。

○上 田理事 そ う ですね。 ただ 、 その場合は、 オ リ ジナルの報告書ではな く てマス キ

ング した も の に な る と 思います。 前回お送 り し ま した よ う な形に な る か と 思います。

今回 、 事務局で こ う い う テーマ を挙げま した けれ ど も 、 先生方に見ていただいて 、 こ

のテ-マ を取 り 上げるべき と か言っ ていただければ、 事務局で準備 します。 ま さ に委

員に議論 していただいて 、 事務局はあ く ま で も 委員会で決ま っ た こ と を整理 します。

○鮎澤委員 なぜ伺 っ たか と い う と 、 先ほ ど 、 こ の概要その も のに フ ィ ルタ -がかか

っ てい る 可能性があ る と い う お話が あ っ た ので、 それについては事前に私た ち が検討

して作成 していただけ る のであれば、 フ ィ ルタ ーがかかっ てい る か ら これでは議論が

でき ない と い う こ と に はな ら ないのではないか と 思っ たか ら です。

○池ノ 上委員長 今回は、 ま だ数が少ないので事務局でそれを ピ ッ ク ア ッ プ していた

だいた。

○鮎澤委員 はい。 そ の選んでいただいたテーマについて は私は異存はない と 先ほ ど

申 し上げた と お り です。 ぜひそれか ら デ ィ ス カ ッ シ ョ ン していき たい と 思っ てい る と
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こ ろ です。

○板橋委員 テーマ を ど う 選ぶかは 、 基本的にマス キ ング さ れた報告書を皆 さ んが読

んで、 こ の会の例えば後半の ほ う でデ ィ ス カ ッ シ ョ ンする と い う よ う な こ と を しない

と 、 事務局がい き な り 用意 し ろ と 言われた っ て 、 それはでき ないわけですか ら 、 やは

り そ う い う や り 方を していかない と 事務局の負担ばか り 増 えてい き ます し 、 そ う い う

ルールも あ る程度は決めておいた ほ う がいいんだろ う と 、 将来的には思います。 今は

ま だ 團圃 と かその レベルですので、 統計的な数字を 出 して も そ う 意味はないのです
けれ ど も 、 将来的に はやは り そ う い う デ ィ ス カ ッ シ ョ ンを必ずこ こ で経て次のテーマ

を選ぶ と い う よ う な こ と をやっ てい っ た ほ う がいい と 思います。

○池 ノ 上委員長 その際には、 こ の概要のま と め を 、 そ のテーマ に沿っ た も の を 出 し

ていただ く 。 ち ょ う ど今 日 の新生児蘇生だっ た り オキシ ト シンだっ た り と い う テ-マ

を 出 していただ く 。 その なかで、 個人的な情報が ど う して も避け られない と い う も の

について は非公開で取 り 扱 う 、 そ う でな ければ公開 を原則にする 、 と い う こ と が今の

流れの よ う ですけれ ど も 。

○鮎澤委員 確認 させていただ く と 、 例え ばこれか ら い ろいろ な案件が議論 されてい

き ます ま ね。 で 、 報告書が 出来上が っ て く る 。 あ る 時点で私た ち委員の と こ ろ に も 送

ら れて 、 次に こ のなかか ら ど う い う ふ う に議論 していっ た ら いいのか と い う こ と をみ

んなで準備 し合いなが ら 、 議論 していき ま し ょ う と い う よ う な 、 そ う い う イ メ ージな

んですか。

○板橋委員 毎回の こ の会のなかで こ のテーマで分析 して ほ しい と い う も の を 、 い ろ

い ろ な意見の方がい ら っ し ゃ る と 思いますので 、 そ こ を集約 して 、 いわゆ る重要度 と

緊急度 と をそれこ そ考えて調査を し 、 データ を 出 していただ く と い う 段取 り を しま し

ょ う と い う こ と 言っ たつ も り です。

○池 ノ 上委員長 事務局 、 発言はあ り ますか。 よ ろ しいですか。

○後技監 上 田理事が退室 されたので。

○池 ノ 上委員長 上 田理事は抜けての御用があ る 。

○後技監 今ま で議論が あ っ て開示手続き と い う の を設 けて き てお り ま す。 今 日 は 、

再発防止 に割 と 特化 したお話ですので、 い ろい ろ情報を 出 した ほ う がいい と い う の も

私 も よ く わか り ま す。 今ま で開示手続き を設けて き たそ の流れです と か、 それに よ っ

て開示 します と い う こ と で 、 こ う い う 手続き が あ っ た人だけにお見せする んです よ と
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い う こ と を 、 お母 さ ん方、 お父 さ ん方に も 、 それか ら 医療機関に も説明 して き てお り

ま す。 それに も かな り 時間 をかけた り 手間 をかけて丁寧にやっ て き てお り ます。 それ

と 齪齢を しない よ う るこ し ない と い けないな と思っ てお り ます。 ご意見 と かご質問では

あ り ませんけれ ど も 、 私 ど も のなかで議論 して委員長に相談 したい と 思います。

○鮎澤委員 全体を眺めて制度に齪輻がないか ど う かを確認 していただき たい。 そ こ

を慎重に していただき たい と い う 思いが あ る の は 、 ま だ公表 されていない部分が 出 る

こ と にな る と い う お話が あ っ たか ら です。 その あた り の こ と は と て も 大事な と こ ろで

す。 全体の制度のなかで齪酷がない よ う な仕組みに してい く こ と を慎重に議論 しな け

ればいけない と 思います し 、 し ていただき たい と 思います。

○隈本委員 公表 されていない と い う の は 、 手続き を取っ た ら 手に入る けれ ど も 、 一

般に はイ ンタ ーネ ッ ト 上は公表 されていない と い う 意味ですよね。

○後技監 そ う です。

○隈本委員 原因分析報告書が出来上が る 前に我々 が見 る と い う こ と は基本的に な

いですね。

○鮎澤委員 ないですね。

○勝村委員 やっ ぱ り 、 も そ報道関係の人た ち が ミ ス リ ー ク した ら それが責め られる

べき で 、 も し国民がそれを悪用 した ら それが責め られるべき で、 そ う い う 危惧が あ る

か ら 情報公開 に消極的にな る と い う こ と は 、 やっ ぱ り 民主主義の なかで許 されない形

に な っ て き てい る ので、 も ち ろん、 慎重にやればいい と 思 う んですけれ ど も 、 で き る

だけ こ の資料が本当 に公開 して は と んで も ない こ と に な る と い う 今 日 の議論な のか

と い う こ と を 、 ち ょ っ と そ う 思います。

○池 ノ 上委員長 あ り が と う ご ざいます。 も う 時間がま い り ま した のであれですけれ

ど も 、 やは り 、 こ の委員会全部 、 産科医療補償制度委員会全部が基本的に は公開 と い

う ス タ ンス で 、 あ と は守 るべき権利や守るべき情報は守 ら な ければな ら ない と い う の

が全体に流れてい る こ と だ と思います。 全てが ク ロ ーズ と い う のでは始ま っ ていない。

ですか ら 、 そ こ はそれぞれのテーマ 、 あ る いはそれぞれのケース に よ っ て仕分け しな

が ら判断 して行かざる を得ないのではないか。

今 日 、 幾つかの事例、 2 つだけの事例に絞っ て幾つかの事例を出 していただいて事

務局でま と めていただいて 、 委員の先生方にそれを あ る程度ご覧いただいた と い う こ

と ですので、 基本的には 、 先ほ ど 、 私 、 申 しま した よ う に 、 個人情報に関する こ と に
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ついては、 極力我々 も それを守る と い う デュ ーテ ィ を これか ら も認識 していかない と

い け ないん じゃ ないか と 思います。 基本的に は 、 一方の情報をオープンに して透明性

の高い委員会でなければな ら ない と い う の も 、 こ れ も ま た非常に基本的な重要な問題

であ り ま すので、 現時点ではなかなか先が見え に く い部分 も あ り ま すが 、 1 つ 1 つの

個別の事例で分けなが ら 当 面進んでい く と い う よ う な こ と でやっ てい く 。

ですか ら 、 最初 、 板橋委員や鮎澤委員がおっ しゃ っ た よ う に 、 ど う い う 事例でこれ

か ら検討する か と い う テーマ を選ぶ時点では 、 まず 、 先生方にマス キ ング した情報で

出 していただいて 、 絞 ら れた時点ではそれを要約版で こ の委員会に出 していただいて 、

原則は公開で 、 そのなかで個人情報や施設、 患者 さ ん 、 病院側、 その他そ う い う も の

についてやは り 公開 はまずいだろ う と い う よ う な 、 これは常識論で判断せざる を得な

い と 思いますが 、 そ う い う も の についてはま た非公開 と い う 場にそれを展開する と い

う よ う な と こ ろが大体の今の先生方のお考えの よ う に私は拝聴いた しま した 。

あ と 、 石渡委員長代理か ら も ご指摘があ り ま した よ う に 、 やは り メ デ ィ ア の皆 さ ん

た ち に どの よ う に我々 が正 しい情報 を正 し く 伝 えて彼 ら がそれを ミ ス ユース し ない

よ う にする か と い う の は 、 やは り こ の委員会のや ら な ければいけ ない努力 目 標の 1 つ

に は挙が る だろ う と 思いますか ら 、 そ う い っ た こ と も含め なが ら委員会運営 を してい

く と い う こ と に な る のではないか と思いますが 、 いかがで し ょ う 。 事務局のほ う 、 い

かがですか。 今の と こ ろ でひ と ま ずこ こ の ま と め 。

○事務局 (森脇) 先ほ ど 、 技監の後が 申 し上げま した よ う に 、 さ ま ざま情報公開 に

当 た っ て はい ろい ろ な丁寧な議論が されて き てお り ます。 個人情報だけではな く 、 加

入分娩機関及び児 ･ 家族の理解 も必要であ る と 考えてお り ま すので、 そ こ ら辺の整合

性 も見なが ら 、 先ほ ど鮎澤委員が言っ ていただいた こ の制度 と してバ ラ ンス が取れて

い る か ど う か も ち ょ っ と 見なが ら 、 少 しペンディ ングに させていただけた ら と 思っ て

お り ま す。

○隈本委員 ペンディ ング ? 。 だっ て 、 今 、 委員長がお考え を述べ られた の に 、 事務

局がペンディ ング と 言 う の は 、 ど う か と 思いますよ 。 委員長がお考え を述べ られたん

だか ら 、 委員長のお っ し ゃ る と お り にやる べき ではないで し ょ う か。 ど う で し ょ う 。

皆 さ ん。

○事務局 (森脇) 失礼 しま した。 ペンディ ング と い う 言葉が悪かっ たです。 すみま

せん。
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○池ノ 上委員長 も う 少 し個別化 して深 く 掘 り 下げて 、 どの よ う な も のが公開で どの

よ う な も のが非公開か と い う こ と は 、 基本的に はやっ ぱ り 個人を守る と 。 その個人に

は施設側 も あ る し患者 さ ん側 も あ る と い う 視点で考え る と い う こ と を 、 も う 少 し掘 り

下げて内部で議論を したい と い う ふ う に思います。 よ ろ しいですか。

○後技監 申 し訳 ご ざいません。 一律 と か簡単なや り 方ではな く て 、 丁寧な き め細や

かなや り 方 と い う よ う なイ メ ー ジで、 その方向に沿っ て ま た ご相談 させていただき ま

す。

5 ) そ の他

○池ノ 上委員長 あ り が と う ご ざいます。 あ と 1 項 目 残っ て しま いま した けれ ど も 、

お手元に事務局で調査 していただいた項 目 に前回は数値が入っ ていませんで した け

れ ど も 、 今回 圏皿を基に して さ ま ざま な項 目 に数値を入れていただき ま したo 後で
ご覧いただき たい と 思います。

そ の他、 何か事務局ご ざいますか。

o事務局 (原 ) 今の鬮圏は、 回収資料 と さ せていただいてお り ま すので･ 後で ご
覧いただ く こ と はでき ないんですけれ ど も 、 こ の なかにそ も そ も マス キ ング された情

報が実は多々含まれています。 例え ば、 妊産婦の年齢だ と か体重だ と か 、 子 ど も の性

別 と か生年月 日 、 生年月 日 についてはそ の曜 日 も含めてですね。 あ と は分娩機関の病

床数 と か分娩数、 医療従事者数。 先ほ どの小児科医の数 と か 、 そ う い っ た も のが本来

マス キ ング さ れてい る 内容なんですけれ ど も 、 こ の表には出て き てい る ます。 なおか

つ 、 前回 ご意見の あ っ た都道府県別 と い う お話が あ り ま した けれ ど も 、 そ う いっ た情

報 と い う の は全 く ど こ に も あ り ません。 こ の表だけ に あ る情報な も のですか ら 、 そ う

い っ た も の を公開の場でお示 しす る のは非常に難 しい と い う ふ う に考えてお り ます。

○勝村委員 こ のマス キ ングの情報であ っ て も 、 そ こ の事例報告のなかにそれが入っ

てい る と よ く ないか も しれない けれ ど も 、 こ のデー タ は最終的には公開する んで し ょ

う 。 だか ら 、 そ の数字が少ない段階だか ら と かい う こ と が あ る に して も 、 ど こ かの段

階で、 例えば再発防止の観点でその結果を隠 し過 ぎ る こ と が再発防止を結局妨げる と

い う バ ラ ンス が あ る わけで、 不安 と か憶測 よ り は 、 やっ ぱ り 積極的に 、 ど こ の都道府

県で極端に多い と い う こ と で あれば頑張っ て も ら う と い う こ と は ど こ かで出 さ な き

や い けない話に も な る わけなので 、 ど こ かで多 く な っ てい る か ら それを逆に隠そ う と
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い う 趣旨に行き着いて しま う よ う な危惧も感 じ る わ けです。 それは再発防止 と ち ょ っ

と 相反する ので 、 だか ら 見せない こ と の ほ う が 当然なんだ と い う 発想 と かが 、 ち ょ っ

と やっ ぱ り 僕は疑問があ り ま す。

○池 ノ 上委員長 あ り が と う ご ざいま した 。 失礼 しま した。 僕 、 回収 と い う の を見落

と していま して 、 回収 させていただき ます。 大体こ う い う よ う な数値が入っ て く る と

い う こ と を ご覧いただき たい。 よ ろ しいですか。 事務局、 せっ か く 準備 していただき

ま した けれ ど も 。

○勝村委員 どれだけの数字に な っ た ら公開する んですか。

○隈本委員 これだっ て 1 2 月 にな っ た ら公開する んです も のね。 1 2 月 ま での数字が

ま と ま っ た ら 、 こ の数字は来年の春に公開する んですよね。 その報告書に はないか も

しれない極秘資料か も しれないけれ ど も 、 1 2 月 に十何件かま と ま っ た ら 、 来年の 3 月

に な っ た ら世の 中全体にむ し ろ配る も のです よ 。 こ れは開示請求がな く て も ね。 だか

ら 、 これを隠 して 、 も のすごい情報です よ と 言われて も 、 僕は困 り ます。

○池 ノ 上委員長 これは全部を隠すのではな く て 、 効果が あ る と 思え る も のは積極的

に 出 してい く と い う こ と だ と 思います。

○隈本委員 そ う です。 だっ て こ の一覧表です よ 。 だか ら 、 今 、 回収する の はいい と

思いますけれ ど も 、 あ と 数カ 月 した ら こ の数字が確定数にな っ て。 こ れ 、 で し ょ う 。

○池 ノ 上委員長 全部が こ のま ま で出て行 く と い う わけではない と 思います。 その辺

は も う ち ょ っ と ま と め方を。

○隈本委員 別に回収 していただ く の はいいんですけれ ど も 、 これが一覧表にな っ た

か ら と い っ て何も特定でき ない し 、 都道府県別が出 る のが嫌だ と い う こ と になっ た ら 、

本当 は前回の議論で、 いや、 都道府県別は絶対に出せません と い う ふ う に議論すべき

だっ た のであ っ て 、 都道府県別に 出 した っ て大丈夫で し ょ う と い う 小林委員の意見に

皆 さ ん従っ て決ま っ た こ と なんだか ら 、 別にそんなに心配 しな く て も いい と 思います。

3 . 閉会

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ご ざいま した 。 1 時間以上予定の時間 をオーバー

して しま いま して 、 全 く 私の進行の不手際で 申 し訳 ご ざいませんで した。 ま た 、 次回 、

よ ろ し く ご議論をお願い したい と思います。 今 日 は ど う も あ り が と う ご ざいま した 。
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